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DJ- 
UHF FM TRANSCETVER 


アル イン コ の トラ ン シ ー バ ー を お 買い 上 げ い た だ きま し て 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 
本 機 の 性 能 を 十分 に 発揮 させ る た め に 、 ご 使用 前 に この 取扱 説明 書 を 最後 まで お 読み くだ さ 
い 。 ア フタ ー サ ービス な ど に つい て も 記載 し て いま す の で 、 こ の 取扱 説明 書 は 大 切 に 保管 し 
て くだ さい 。 ま た 、 補 足 シ ー ト や 正誤 表 が 入っ て いる 場合 は 、 取 扱 説明 書 と 合わ せ て 保管 し 
て くだ さい 。 ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た と き 、 お 役に立ち ます 。 


本 機 は 日 本 国内 専用 モデ ル で す 。 
この 無線 機 を 使用 する に は 、 総 務 省 の アマ チュ ア 無 線 局 の 免許 が 必要 で す 。 
また 、 ア マチ ュ ア 無線 以外 の 通信 に は 使用 で きま せん 。 


This product is permitted for use only in japan.An amateur radio license is required. 


JJ し イ つ コ 株 式 会 社 


安 生 上 の ご 注意 


すぐ 安全 上 の ご 注意 $$ ぐ $ 


製品 を 安全 に ご 使用 いた だ く た め 、「 安 全 上 の ご 注意 ] を ご 使用 の 前 に お 読み 
くだ さい 。 


この 取扱 説明 書 で は 、 製 品 を 安全 に 正しく お 使い いた だ き 、 あ な た や 他 の 
人 々 へ の 危害 や 財産 へ の 損失 を 未然 に 防止 する た め に 、 い ろ い ろ な 絵 表 示 を 
し て いま す 。 そ の 表示 と 意味 は 次 の よう に な っ て いま す 。 内 容 を よく 理解 し て 
か ら 本 文 を お 読み くだ さい 。 


表 示 表示 の 意味 

この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 死亡 ま 
/N 危険 | た は 重傷 を 負う 危険 が 差し 迫っ つて 生じ る こと が 想定 され る 
内 容 を 示し て いま す 。 

/N 企 告 この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 死亡 ま 


た は 重傷 を 負う 可能 性 が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 
この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 傷害 を 
注意 | 負う 可能 性 が 想定 され る 内 容 、 お よび 物 的 損害 の み の 発生 
が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


図 記号 表示 の 意味 
人 記号 は 、 注 意 (危険 警告 含 お ) を 促す 内 容 が ある こと を 告 


プ る も の で す 。 
久 の 中 に は 具体 的 な 注意 内 容 が 描か わか れ て いま す 。 


包 の 中 や 近傍 に 具体 的 な 禁止 内 容 が 描か れ て いま す 。 


信 記号 は 、 行 為 を 強制 し た り 指 示す る 内 容 を 告げ る も の で す 。 
図 の 中 に 具体 的 な 指示 内 容 ( 左 図 の 場合 は AC ア ダブ プター を 


ぐ ( 〇 記号 は 、 行 為 の 禁止 で ちる こと を 告げ る も の で す 。 


コン セン ト か ら 抜 け ) が 描か れ て いま す 。 


本 製品 の 故障 、 誤 動作 、 不 具合 、 あ る い は 停電 等 の 外部 要因 に て 通信 等 の 機 
会 を 失っ た た め に 生じ た 損害 等 の 純粋 経済 損害 に つき まし て は 、 当 社 は 一 切 
その 責任 を 負い か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


安 生 上 の ご 注意 


に ニー コ 
言 コ 


画 使用 環境 ・ 朱 件 


自動 車 等 の 運転 中 に 使用 し な いで くだ さい 。 交通 事故 の 原因 と な 
り ま す 。 

運転 者 が 使用 する と き は 車 を 安全 な 場所 に 止め て か ら ご 使用 くだ 
さい 。 携帯 型 無線 機 を 運転 者 が 走行 中 に 使用 する と 道路 交通 法 違 
反 で 罰せ られ ます 。 


電子 機器 (特に 医療 機器 ) の 近く で は 使用 し な いで くだ さい 。 電 
波 障害 に より 機器 の 故障 ・ 誤 動作 の 原因 と な り ま す 。 


内 部 か ら 漏 れ た 液 が 皮膚 や 衣服 に 付着 し た と き は 、 皮 膚 に 傷害 を 
起こ す お それ が あり ます の で 、 す ぐに きれ いな 水 で 洗い 流し て く 
だ さい 。 


航空 機内 、 空 港 敷 地内 、 新 幹線 車両 内 、 中 継 局 周辺 、 病 院内 で は 
絶対 に 使用 し な いで くだ さい (電源 も 入れ な いで くだ さい ) 。 
運行 の 安全 や 無線 局 の 運用 、 放 送 の 受信 に 支障 を きた し た り 、 医 
療 機器 が 故障 ・ 誤 動作 する 原因 と な り ま す 。 


この 製品 を 使用 で きる の は 、 日 本 国内 の み で す 。 外 国 で は 使用 で 
き な い 地域 が め あります 。 保証 書 は 国内 で の ご 使用 の み に 適用 され ます 。 
This model has been designed for use only in Japan. 
Warranty is void when used outside of Japan. 


この 製品 を 人 命 救 助 等 の 目的 で 使用 し て 、 万 一 、 故障 ・ 誤 動作 等 
が 原因 で 人 命 が 失 われ る こと が あっ て も 、 製 造 元 お よび 販売 元 は 
その 責任 を 負う も の で は あり ませ ん 。 


この 製品 どう し 、 ま た は 他 の 無線 機 と と も に 至近 距離 で 複数 台 使 
用 し な いで くだ さい 。 お 互い の 影響 に より 故障 ・ 誤 動作 ・ 不 具合 
の 原因 と な り ま す 。 


この 製品 を 何ら か の シス テム や 電子 機器 の 一 部 と し て 組み 込ん で 
使用 し た 場合 、 い か な る 誤動作 ・ 不 具合 が 生じ て も 製造 元 お よび 
販売 元 は その 責任 を 負う も の で は あり ませ ん 。 


あの る あの の を る 


指定 以外 の オプ ショ ン や 他社 の アク セ サ リ ー 製 品 を 接続 し な いで 
くだ さい 。 故障 の 原因 と な り ま す 。 


安 生 上 の ご 注意 


田 トラ ン シ ー バ ー 本 体 の 取扱 い に つ いて 


イヤ ホン を 使用 する 場合 、 あ ら か じ め 音 量 を 下げ て くだ さい 。 聴 
力 障害 の 原因 に な る こと が あり ます 。 


この トラ ン シ ー バ ー は 調整 済み で す 。 分 解 ・ 改 造 し て 使用 し な い 
で くだ さい 。 炊 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


布 や 布団 で 覆っ た り し な いで くだ さい 。 熱 が こも り 、 ケ ー ス が 変 
形 し た り 、 炊 災 の 原因 と な り ま す 。 直射 日 光 を 避け て 風通し の 良 
い 状 態 で ご 使用 くだ さい 。 


に ご 注意 くだ さい 。 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


水 な ど で ぬ れ や すい 場所 (風呂 場 な ど ) で は 使用 し な いで くだ さ 
い 。 水 を か けた り 、 水 が 入っ た り し な いよ う 、 ま た ぬら さ な い よ 
うに ご 注意 くだ さい 。 炊 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


近く に 小さ な 金属 物 や 水 な どの 入っ た 容器 を 置か な いで くだ さい 。 
こぼれ た り 、 中 に 入っ た 場合 、 火 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


田 充電 器 の 取扱 い に つ いて 


指定 以外 の 電圧 で 使用 し な いで くだ さい 。 炊 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原 
因 と な り ま す 。 


0W 後述 の 説明 以外 の 条件 で 水 を か けた り 、 水 が 入っ た り し な いよ う 


充電 器 の AC プ ラグ の コー ド を タコ 足 配線 し な いで くだ さい 。 加 
熱 ・ 発 火 の 原因 と な り ま す 。 


ぬれ た 手 で 充電 器 の AC ア ダ プ ター に 触れ た り 、 抜 き 差 し し な い 
で くだ さい 。 感 電 の 原因 と な り ま す 。 
だ さい 。AC ア ダ プ ター の 刃 に 金具 な ど が 触れ る と 、 炊 災 ・ 感 
電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 

① 充電 器 の AC ア ダ プ ター の 刃 に 、 ほ こり が 付着 し た まま 使用 し な い 


⑮ 充電 器 の AC ア ダ プ ター を 、AC コ ン セ ント に 確実 に 差し 込ん で く 


で くだ さい 。 シ ョ ー ト や 加熱 に より 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な 
り ま す 。 


田 安定 化 電 源 の 使用 に つい て 


指定 以外 の 電圧 で 使用 し な いで くだ さい 。 炊 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原 
因 と な り ま す 。 


安定 化 電源 の 電源 プラ グ と 他 の 製品 の 電源 プラ グ を タコ 足 配線 し 
な いで くだ さい 。 


安全 上 の ご 注意 


ぬれ た 手 で 安定 化 電源 の 電源 プラ グ に 触れ た り 、 抜 き 差し し な い 
で くだ さい 。 感電 の 原因 と な り ま す 。 


安定 化 電 源 の 電源 プラ グ を AC コ ン セ ント に 確実 に 差し 込ん で く 
だ さい 。 電 源 プ ラグ の 刃 に 金属 な ど が 触れ る と 、 炊 災 ・ 感 電 ・ 故 
障 の 原因 と な り ま す 。 


DC ケー ブル を 加工 し た り 、 ヒ ュー ズ ホ ル ダ ー を 取り 除い て 使用 
する こと は 、 絶 対 に し な いで くだ さい 。 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 
と な り ま す 。 

圏 シガー ライ ター ケー ブル の 使用 に つい て 

ぬれ た 手 で シガー ライ ター ケー ブル に 触れ な いで くだ さい 。 感電 


〇 ① の 原因 と な り ま す 。 


の 占 一 思 の 


弊社 指定 の ひ の シ ガー ライ ター ケー ブル を お 使い くだ さい 。 指定 以外 
の も の を 使う と 火災 、 感 電 、 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


田 異常 時 の 処置 に つい て 


(0) 以下 の 場合 は 、 す ぐ 本 体 の 電源 を OFF に し て 、 電 池 を 取り 外し 、 

充電 器 を ご 使用 の 場合 は 、AC ア ダ プ ター を AC コ ン セ ント か ら 抜 

0 いて くだ さい 。 異常 な 状態 の まま 使用 する と 、 炊 災 ・ 感 電 ・ 故 
障 の 原因 と な り ま す 。 修理 は お 買い 上 げ の 販売 店 、 ま た は 当社 サ 

拒 ービス 窓口 に ご 連絡 くだ さい 。 お 客 様 に よる 修理 は 、 危 険 で すか 
ら 、 絶 対 に お 止め くだ さい 。 


圏 異常 な 音 が し た り 、 煙 が 出 た り 、 変 な 四 い が する と き 

圏 落と し た り 、 ケ ー ス を 破損 し た り し た と き 

較 内 部 に 水 や 異物 が 入っ た と き 

圏 AC ア ダ プ ター の コー ド が 傷ん だ と き (芯線 の 露出 や 断線 な ど ) 


雷 が 鳴り 出し た ら 、 安 全 の た め 本 体 の 電源 を OFF に し 、 充 電器 を 
(①) ご 使用 の 場合 は 、AC ア ダ プ ター を AC コ ン セ ント か ら 抜 いて 、 ご 
使用 を お 控え くだ さい 。 


田 保守 ・ 点 検 


本 体 や 充電 器 の ケー ス は 、 開 け な い で くだ さい 。 け が ・ 感 電 ・ 故 
00 障 の 原因 と な り ま す 。 内 部 の 点検 ・ 修 理 は 、 お 買い 上 げ の 販売 店 
また は 当社 サー ビス セン ター に ご 依頼 くだ さい 。 


一 使用 環境 ・ 


の ② の の の の 


小 注意 
条件 


テレ ビ や ラジ オ 、 パ ソコ ン の 近く で 使用 する と 、 電 波 障害 を 与え 
た り 、 受 けた りす る こと が あり ます が 異常 で は あり ませ ん 。 


湿度 の 高い 場所 、 ほ こり の 多い 場所 、 風 通し の 悪い 場所 に は 置か 
な いで くだ さい 。 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


ぐら つい た 台 の 上 や 傾い た 所 、 振 動 の 多い 場所 に は 置か な いで くだ 
さい 。 落ち た り 、 倒 れ た り し て けが の 原因 と な る こと が あり ます 。 


直射 日 光 が あ た る 場所 や 車 の ヒー ター の 吹き 出し 口 な ど 、 異 常に 
温度 が 高く な る 場所 に は 置か な いで くだ さい 。 内 部 の 温度 が 上 が 
り 、 ケ ー ス や 部 品 が 変形 ・ 変 色 し た り 、 火 災 の 原因 と な る こと が 
あり ます 。 


調理 台 や 加湿 器 の そば な ど 油 煙 や 湯気 が 当たる よう な 場所 に は 置か 
な いで くだ さい 。 炊 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


画 トラ ン シ ー バ ー 本 体 の 取扱 い に つ いて 


アン テ ナ を 誤っ て 目 に ささ な いよ うに し て くだ さい 。 


外部 スピ ー カ ー/ マ イク ロホ ン 端 子 に は オプ ショ ン の スピ ー カ ー/ 
マイ クロ ホン 以外 は 接続 し な いで くだ さい 。 故障 の 原因 と な る こ 
と が あり ます 。 


長期 間 ご 使用 に な ら な いと き は 、 安 全 の た め 必 ず 本 体 の 電源 を 
OFF に し 、 電 池 を と り は ず し 、 充 電器 を ご 使用 の 場合 は AC ア 
ダブ プター を AC コ ン セ ント か ら 抜 いて くだ さい 。 


イヤ ホン を 使用 する 場合 、 あ ら か じ め 音 量 を 下げ て くだ さい 。 
聴覚 障害 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


田 充電 器 の 取扱 い に つ いて 


Q 


充電 器 の AC ア ダ プ ター を 抜く と き は 、 コ ー ド を 引っ 張ら な いで 
くだ さい 。 炊 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 
必ず AC ア ダ プ ター を 持っ て 抜い て くだ さい 。 


充電 器 の AC ア ダ プ ター を 熱 器 具 に 近づけ な いで くだ さい 。 
火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


安 生 上 の ご 注意 


画 保守 ・ 点 検 


お 手入れ の 際 は 、 安 全 の た め 必 ず 本 体 の 電源 を 0FF に し て 、 電 池 

Q⑪⑱) を と り は ず し 、 充 電器 を ご 使用 の 場合 は 、AC ア ダブ ター を AC コ 
ン セ ント か ら 抜い て くだ さい 。 
活 れ た 場合 は 柔らか いき れい な 布 で 乾拭き し て くだ さい 。 

Q①) ベン ジン 、 シ ン ナ ー、 ア ルコ ー ル 、 洗 剤 な ど を 使う と 外装 や 文字 
が 変質 する 恐れ が あり ます 。 


一 外部 電源 使用 時 の 注意 


本 機 に 外部 電源 を 接続 する 場合 に は 、 必 ず オ プシ ョ ン の DC ケー 
(①) ブル (EDC-37) を 使用 し 、 本 体側 面 に ある DC 電源 ジャ ッ ク に 
直接 接続 し こく だ さい 。 


車 の シガー ソケット か ら 電 源 を 取る 場合 に は 、 オ プシ ョ ン の 12V 
車 用 シガー プラ グ (EDC-36) を ご 使用 くだ さい 。 


外部 電源 ケー ブル の 抜き 差し は 、 必 ず 本 体 の 電源 を DFF に し て か 
ら お こ な っ て くだ さい 。 


較 防 浸 機 能 に つい て 


この 製品 は 設計 段階 で 外郭 保護 等 級 IP67 規 格 の 耐 塵 防 浸 試験 に 合格 し て お 
り 、 保 護 カ バー 類 を 正しく 閉め る な ど 指 定 の 打 件 を 満た し て いれ ば 、 雨 や 雪 、 
っ ぽい 環境 の 中 で も お 使い いた だ け ま す 。 た だ し 、 砂 の よう な 風圧 や 流 
水 の よ うな 水圧 が 掛か る 環境 下 で の 性 能 を 保証 する も の で は あり ませ ん 。 金 
属 製 、 油 性 、 酸 や 塩分 、 化 学 物質 を 含む 等 、 特 殊 な 粉塵 や 液体 の 場合 は 製品 
に 使わ れ て いる 素材 や 部 品 に 付着 し て 腐食 、 劣 化 や 故障 の 原因 に な り ま す が 、 
保証 の 対象 外 で す の で ご 了承 くだ さい 。 ま た 、 出 荷 前 に 個別 器 査 を 行わ な い 
「 相 当 品 」 です の で 、 汚 れ た り し た 時 は 頑 を 払い 、 乾 いた 布 で 拭く な どの メ 
ン テ ナ ンス を 心がけ て いた だ く と 永く 正常 な 状態 で お 使い に な れ ま す 。 保護 
に 使わ れ て いる カバ ー 類 の 素材 は 経年 変化 の た め に 変質 し 、 保 護 性 能 が 低下 
し ます 。 弊社 で は 面 塵 防 浸 性 能 に つい て も 製品 と 同じ 1 年 を 保証 期間 と させ 
て いた だ きま す 。 な お 。 面 塵 防 浸 等 の 言葉 が 直感 的 に 分 か り に くい こと か ら 、 
カタ ログ や 説明 書 の 文中 で は 「 防 塵 」「 防 水 ]」 な どの 言葉 で 表現 する 場合 が 
あり ます 。 
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1. 機 能 と 特徴 


1. 機能 と 特徴 
本 機 の 機能 ・ 特 徴 は 以下 の ひと お り で す 。 
田 IP67 相 当 の 面 塵 ・ 防 水 で 、 雨 や 雪 、 水 辺 で も 安心 し て 使え ます 。 
画 38 種 類 の CTCSS トー ンス ケル チ 
田 104 種 類 の DCS デ ジタル コー ドス ケル チ 
田 TOT( タ イム アウ ト タ イ マー) 機 能 
田 英 数 字 表示 ディ スプ レイ 
画 トー ンコ ー ル 機能 (1 750.8100.1000.1450Hz) 
田 レビ ー タ ー ア クセ ス 機 能 
男 クロ ー ン 機能 
画 発信 機 探索 機能 


標準 付属 品 


・EBP-63 リチウム イオ ン 充 電池 パッ ク (7.4V1100mAh) 
・EDC-144A スタ ンド 型 意 速 充電 器 る アダ プター セッ ト 


・EDH-34 乾電池 ケー ス 
・EAO165 アン テ ナ (DJ-S1 7L) 
・EA0143 アン テ ナ (DJ-S47L) 
・ ベ ルト クリ ッ プ 

・ 人 ハンド ストラップ 

・ 取扱 説 明 書 (本 書 ) 


・ 保 証書 


・ 付 属 品 の 種類 が 異な る 場合 が あり ます 。 標準 付属 品 の 仕様 ・ 保 証 内 容 に つ 
いて は 、 お 買い 上 げ の 販売 店 に お 問い 合わ せく だ さい 。 


/N 注意 
保証 書 に 購入 の 日 付 が 記載 され て いな いと き は 、 レ シー ト を 保証 書 と 一 緒 に 保 
管 し て くだ さい 。 ご 購入 日 が 証明 で きる 書類 が な いと 保証 サー ビス は 無効 と な 
り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 


朋 


ら . 付属 品 ら . 付属 品 


ら . 付属 品 2.1.3 ベル トク リッ プ 
ピ 1. ベ ル 1 99 0 * ベル トク リッ プ 
ュ ッ ー て 取り 付け 、 ネ ジ を 時 計 方 向 ( 石 ) に 回 し て 固 
ら .1.1 アン テ ナ 定 し ます 。 
較 アン テ ナ の 取り 付け 方 _ 
生 の 時 の 2 ベル トク リッ プ を 確 に 取り 付け た こと な 確 


ら . ア ン テ ナ 底面 の 溝 と 本 体 の アン テ ナ コ ネ ク 
ター の 凸凹 部 を 合わ せ て 差し 込み ます 。 


3. ア ン テ ナ を 時 計 方 向 ( 石 ) に 回 し ます 。 


4. 回 転 が 止ま っ うた ら 、 ア ン テ ナ を 確実 に 取り 付 
けた こと を 確認 し ます 。 


・ ご 使用 に 伴い 、 ネ ジ が ゆる お こと が あり ます の で 、 ゆ る ん で いな いこ と を 
お 確か めく だ さい 。 


田 ベル トク リッ プ の 取り 外し 方 
ネジ を 反 時 計 方 向 ( 左 ) に 回 し て ベル トク リッ プ を 取り 外し ます 。 


/N き 意 


参考 : ・ 標 準 付属 品 以外 の ネジ を 使う と バッ テリ ー バ パッ ク や ベル トク リッ プ が 破損 し 
愉 NN ン テ ナ は 折れ に くく する た め 通 常 の も の より 桑 軟 な 素材 で で ます 。 絶対 に 規格 以外 の ネジ は お 使い に な ら な いで くだ さい 。 
き て いま す 。 抽 に 2 
・ 市 販 さ れ て いる アン テ ナ 端 子 変換 用 コネ クタ ー に は 、 こ の 製品 に 適合 し な い 形 状 PMSEESOU2GGEES204 0C202 
の も の が あり ます 。 変換 コネ クタ ー が 正しく 接触 し て いる か 確認 し て か ら お 使い ス が 掛か ら な いよ う ご 注 意 く だ さい 。 
くだ さい 。 


.1.4 バッ テリ ー パ ッ ク 
田 アン テ ナ の 取り 外し 方 加 


アン テ ナ を 反 時 計 方 向 ( 左 ) に 回 し ます 。 田 バッ テリ ー バ ッ ク の 取り 付け 方 
バッ テリ ー パ ッ ク の ツメ を 本 体 の 溝 に 合わ せ 、 
ンド スト ラ 。 バッ テリ ー パ ッ ク を 矢印 の 方 向 に 押し 込み な が 
SN 4042 ら ラ ッ チ を 閉じ ます 。「 カ チッ 」 と 音 が する まで 
図 の よう に 取り 付け ます 。 取り 付け 方 に は 2 種類 ラッ チ を 閉じ ます 。 
あり ます 。 


較 バッ テリ ー バ パッ ク の 取り 外し 方 


VI バッ テリ ー パ ッ ク か ら ラ ッ チ を 矢印 の 方 向 に 外 
バン ドス トラ ッ プ し 、 バ ッ テ リ ー パ ッ ク を 取り 外し ます 。 
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ら . 付属 品 ら . 付属 品 


田 バ パ バッテリー パッ ク の 充電 方 法 


4. 図 の よう に スタ ンド に バッ テリ ー バ パッ ク を 取 
ここ で は 標準 付属 品 の リチウム イオ ン バ ッ テリ ー バ パッ ク (EBP-63) の 充電 方 り 付 け ます 。 充 電 中 は 無線 機 の 電源 を 切り ま 
法 を 説明 し ます 。 す 。 ( 図 は 、 バ ッ テ リ ー パ ッ ク を 本 体 に 取り 
付属 の 充電 スタ ンド (EDC-144) を 使用 し て 、 放 電 状 態 か ら 約 5 時 間 で 充電 で 付け た まま 充電 する 場合 の も の で す 。 本 体 か 
きま す 。 ら 取 り 外 し て バッ テリ ー パ ッ ク の み を スタ ン 
本 体 の DC ジャ ッ ク か ら の 充電 は で きま せん 。 ド に 入れ る こと も で きま す 。 ) 
その 他 の バッ テリ ー パ ッ ク の 充電 方 法 に つい て は 57 ペ ー ジ を ご 参照 くだ さい 。 スタ ンド の ラン ブ が 赤色 に 点灯 し 、 充 電 が 始 

まり ます 。 
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/N 注意 : EDC-144 を ご 使用 に な る 前 に お 読み くだ さい 。 
初め て お 使い に な る 前 に 、 シ ョ ー ト 防止 の た め に 絶 線 シー ト で ネジ 取り 付け 口 
を 覆っ て くだ さい 。 手順 に つい て は 、60 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


1.AC ア ダ プ ター プラ グ を 、 ス タン ド 背 面 の DC- | ム c ァ タフ ター | 


IN ジャ ッ ク に 接続 し ます 。 
*AC ア ダ プ ター の 形 は 仕様 に よっ て 異な る 場 
合 が あり ます 。 


6. アダ プター を コン セン ト に 接続 し ます 。 


参考 : 


DC プラ グ を 正しく 接続 し こも DC プラ グ の 軸 ( マ 


イナ ス 極 ) が 見 えま す が 、 異 常 で は ご ざい ませ ん 。 


3. 調 整 プ レー ト の 両端 を 指 で 押さ えた まま 、 バ ッ 
テリ ー パ ッ ク の 大 き さ に 合う スタ ンド の 溝 に 調 
整 プ レー ト を 取り 付け ます (左右 の 文字 (A、B、 
C) が 一 致す る よう に 調整 プレ ー ト を 取り 付け 
ます )。 プ レー ト は スタ ンド の 底 ま で し っ か り 
と 押し こみ ます 。 


参考 : 
・EBP-63 を 本 機 に 取り 付け て 充電 する 場合 は 前 方 両側 の A の 位置 に 、 EBP-63 の 
み を 差し 込ん で 充電 する 場合 は 後方 両側 の A の 位置 に 調整 プレ ー ト を 合わ せ て 取 
り 付 け て くだ さい 。 


・ 無 線 機 に バッ テリ ー パ ッ ク を 装着 し た 状態 で うま く 充 電 で き な い 場合 は 、 バ ッ テ 
リー パック 単体 で 充電 し て 異常 が な いか ご 確認 し て くだ さい 。 

・ 充 電池 の 電圧 が 高い (充電 が 完了 し て いる 場合 ) は 充電 台 の ラン プ は 点灯 し ませ ん 。 

・ リ チ ウ ムイ オン バッ テリ ー を 保存 する に は 50% 程 度 の 充電 状態 が 最適 と 言わ れ 
て いま す 。 最 も 劣化 し や すい の は 放電 状態 、 次 に 満 充 電 状 態 で の 保存 で す 。 


N 後 (無線 機 、 バ ッ テ リ ー 側 ) ノ | 
し | 


朋 


/N 注意 


・ バ ッ テ リ ー パ ッ ク は 出荷 時 に は 満 充 電 さ れ て お り ま せん 。 お 買い 上 げ 後 に 充 


電 し て か ら ご 使用 くだ さい 。 


・ 芝 電 は 0Cー40C の 温度 範囲 内 で お こ な っ て くだ さい 。 
・ バ ッ テ リ ー バ パッ ク の 改造 、 分 解 、 火 中 ・ 水 中 へ の 投入 は 危険 で すか らし な い 


で くだ さい 。 


・ バ パ バッテリー パック の 端子 は 絶対 に ショ ー ト させ な いで くだ さい 。 機器 の 損傷 


や 、 バ ッ テ リ ー の 発熱 に よる 火傷 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


・ 必 要 以 上 の 長 時 間 の 充電 ( 過 充 電 ) は バッ テリ ー の 性 能 を 低下 させ ます の で 避 


け て くだ さい 。 


・ バ バッテリー パッ ク の 保存 は 、 一 10Cー45C の 範囲 で 湿度 が 低く 乾燥 し た 場 


所 を 選ん で くだ さい 。 そ れ 以 外 の 温度 や 極端 に 湿度 の 高い 所 で は 、 バ ッ テ リ 
ー の 漏 液 や 、 人 金属 部 分 の サビ の 原因 に な り ま す の で 避け て くだ さい 。 


・ バ ッ テ リ ー パ ッ ク は 消耗 品 で す 。 所 定 の 時 間 充 電 し て も 使用 時 間 が 著しく 短 


い 場 合 は 寿命 が つき た も の と 思わ れ ま す 。 新 し いも の に お 取替え くだ さい 。 


・ バ パ バッテリー パッ ク は リサ イク ル 資 源 で す 。 再 利用 し ます の で 、 廃 棄 し な いで 


バッ テリ ー パ ッ ク 回 収 協力 店 へ ご 持参 くだ さい 。 


・ リ チ ウ ムイ オン バッ テリ ー パ ッ ク は 、 本 体 に DC ジャ ッ ク を 使用 し て 充電 する 


こと は で きま せん 。(DC ジ ャ ッ ク で 充電 で きる の は 、 ニ ッ ケ ル 水 素 バ ッ テ リ 
ー パ ッ ク の み で す 。) 


・ バ ッ テ リ ー パ ッ ク は 弊社 製品 専用 で す 。 対応 の 純正 充電 器 ま た は 適合 する 無 


線 機 の み で 充電 で きま す 。 市 販 や 他社 製品 の 充電 器 め アダ プター な どか ら 充 
電 す る と 、 故 障 や 事故 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


・ 本 体 ・ バ パッ テリ ー バ パッ ク ま た は 充電 器 の 電極 の 汚れ を 、 と きど き 乾 いた 費 棒 


な ど で 取 り 除 いて くだ さい 。 


・ 長 時 間 使 わな いと き は 、 バ ッ テ リ ー パ ッ ク が 空 に 近い 時 だ け 一 時 間 程 度 継ぎ 


足し 充電 を し て か ら 本 体 か ら 外し て 保存 し て くだ さい 。 
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らら.1.5 バ パ バッテリー パック の ショ ー ト 防止 


ら . 付属 品 


バッ テリ ー パ ッ ク を 持ち 運 代 と き は 、 


て 電流 が 急 増し 、 発 火 の 原 


金属 物 を 一 緒 に し て カカ 
バン な ど に 入れ な いで 
くだ さい 。 


「 分 ご 注意 くだ さい 。 シ ョ ー ト に よっ 


因 と な る こと が あり ます 。 


(0 


カバ パン な ど に 入れ る と 
き は 、 電 気 を 通 べ な い 布 
や 袋 で 包ん で くだ さい 。 


釘 や 画 鉄 な どの 金属 類 に 端子 を 触れ させ た り 、 電 気 
を 通す 物 が ある 場所 に 置い た り し な いで くだ さい 。 


ら .1.6 乾電池 ケー ス 


単 三 電池 用 の ケー ス と し て 、EDH-34 を 使 
1. ツ メ を 持ち 上 げ (①)、 カ バー を 取り 外し 8 


ら . 単 三 電池 6 本 を ケー ス に 


順に カバ ー を 閉じ ます 。 


と を 確認 し ます 。 乾 電池 は 性 能 上 優れ て いる 
アル カリ 等 の 高 性 能 タ イプ を お 使い くだ さい 。 


^ 2 


きか 


金属 メッ キ し て いる 布 
に 包ん だ り 、 内 側が 人 金 
属 加工 の カバ ン な ど に 
直接 人 れ た り し な いで 


中 沿 g そ 人 K 


電気 を 通さ な い 物 な ど 
を 敷い て か ら 、 置 いて 
くだ さい 。 


セッ ト し 、②⑧-⑧ の 
確実 に 閉じ て いる こ 


ら . 付属 品 


/N 注意 


・ 乾 電池 を 使用 する と き は 、 バ ッ テ リ タイ プ の 設定 を 必ず BAT-AL に 変更 し て 


・ 乾 電池 を 交換 する と き は 、 す べ て の 乾電池 を 新しい も の に 換え て くだ さい 。 
・ こ の 乾電池 ケー ス は 防水 で は あり ませ ん 。 
・ 十 / 一 の 向き が 違わ な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 漏電 ・ 発 火 ・ 爆 発 の 原因 と 


・ セ ッ ト す る 乾電池 は 、 タ イプ ・ メ ー カ ー が 同じ で 、 新しい も の を 使用 し て くだ さい 。 
・ 充 電 式 電池 の 使用 は 禁止 され て いま す 。 充電 式 電池 の 使用 の 結果 生じ た 、 身 体 ・ 


・ 時 折 、 乾 電池 と 接する 電極 の 汚れ な ど を 清潔 な 乾い た 布 で 取り 除い て くだ さい 。 
・ 間 違っ た タイ プ の 電池 と 交換 する と 、 爆 発 の 原因 と な る こと が あり ます 。 
・ 安 全 の た め 乾 電池 ケー ス を 使用 中 は 、DC ジ ャ ッ ク へ 電源 を 供給 し な いで くだ 


・ 電 源 を 切っ て いて も 、 待 機電 流 に より 電池 は 自己 放電 分 以上 に 消費 され ます 。 
・ 長 期間 使用 し な いと き は 、 電 池 を 取り 出し て くだ さい 。 
・ 電 池 の 液 漏 れ に よる 故障 は 保証 の 対象 外 と な る 場合 が あり ます 。 


くだ さい 。(m49 ペ ー ジ ) 


な る こと が あり ます 。 


財産 へ の いか な る 損害 ・ 傷 害 に つい て も メー カー は 一 切 の 責任 を 負い ませ ん 。 


さい 。 


ら .1。/ バッ デリ ー レ ペル アイ ヨシ 


回 


本 抵 の 6 


中 ディ スプ レイ に 表示 され る 黒色 の バッ テリ ー ア イコ ン は 、 バ パ バッテリー の 


残 量 が 十分 に ある こと を 示し ます 。 バ ッ テ リ ー ア イコ ン の 中 身 が 空 に かって いる と き 
は 、 バ パ バッテリー パッ ク を 充電 する か 、 新 し い バ ッ テ リ ー パ ッ ク と 交換 し て くだ さい 。 


旨 呈 バッ テリ ー の 残 量 が 十分 に ある 。 

こ コ バッ テリ ー の 残 量 が 少な い 。 
バッ テリ ー パ ッ ク を 交換 、 ま た は 充電 
し て くだ さい 。 


バッ テリ ー レ ベル アイ コン 
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3. 難 部 の 名 称 と 動作 3. 難 部 の 名 称 と 動作 


3. 音 部 の 名 称 と 動作 


* 旬 時 本 体 の 名 称 と 動作 
田上 面部 、 前 面部 画 側 面部 


ダイ ヤル 側 


① | ダイ ヤル ダイ ヤル を 回 し て 送信 受信 周波 数 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 、 オ フ セ ッ ⑨ | SMA ア ン テ ナ 付属 の アン テ ナ を し っ か り と ね じ 込 み ま す 。 別売 の アン テ ナ を 使 
ト 周 波数 、 ト ー ン 周波 数 、DCS コ ー ド 、 セ ッ ト モ ー ド 内 容 、 メ モリ ー 名 コネ クタ ー する 場合 は 、 動 作 周波 数 範囲 内 に 調整 され た アン テ ナ を お 選び くだ 
入力 文字 を 選択 し ます 。 FUNC キ ー を 押し た 後 、 ダ イヤ ル を 回 す と さい 。 
1MHz ず つつ 周波 数 を 増減 で きま す 。 FUNC キ ー FUNC キ ー と 他 の キー を 組み 合わ せる こと で 様々 な 機能 を 使用 で 

⑧ | 外部 MIC / 当社 オプ ショ ン の 外部 マイ ク プ スピ ー カ ー を 接続 し ます 。 使用 し な きま す 。 FUNC キ ー を 約 ら 秒間 押す と セッ トモ ー ド に 入り 様々 な 設 

SP 端 子 い 場 合 は 、 防 水 の た め カ バー を し っ か り と 閉め て お きま す 。 定 を お こ な う こと が で きま す 。 

③ | TX / HX ラ ンプ | スケ ル チ が 開く と 緑色 に 点灯 し ます 。 送信 中 は 赤色 に 点灯 し ます 。 ⑪ | PTT キ ー PTT キ ー を 押す と 送信 し ます 。 PTT キ ー を 離す と 受信 に 切り 替 わ 

④ | スピ ー カ ー スピ ー カ ー が 内 蔵 さ れ て いま す 。 り ま す 。 

⑤ | 電源 スイ ッ チ 電源 スイ ッ チ を 約 1 秒間 押す と 電源 の ON/OFF が で きま す 。 ⑱ | MON| キ ー ONI キ ー を 押す と スケ ル チ が 開き 受信 音 が 聞こ えま す 。 
⑥ | マイ ク マイ ク か ら は 約 5cm 離 れ て 話し て くだ さい 。 TSQ/DCS が 設定 され て いて も スケ ル チ は 開き ます 。 FUNC 点 灯 
⑦ | ディ スプ レイ 本 マニ ュ ア ル の 「3.3 ディ スプ レイ の 表示 」 を 参照 くだ さい 。 中 に MONI キ ー を 押す と ラン プ 照 明 が 約 5 秒間 点灯 し ます 。 PTT キ 
(LCD) (m 補 どら 1 ページ ) ー を 押し な が ら MONI キ ー を 押す と トー ンコ ー ル 信号 を 送信 し ます 。 
キー パッ ド 本 マニ ュ ア ル の 「3.2 キー 操作 」 を 参照 くだ さい 。 ( 員 " つ 0 ペ ー ジ ) ⑬ | DC 電源 ジャ ッ ク | 外部 電源 接続 端子 で す 。 フィ ルター 付き 12V 車 用 シガー プラ グ 
EDC-36 を 接続 し 車 中 で 使用 で きま す 。 な お 外部 電源 を 使用 する 

/N こつ コ 場合 は DC7.0 て DC16.0V 2A 以 上 の 安定 化 電 源 を 使用 し て くだ 

注 局 さい 。 

外部 MIC/SP 端 子 や DC 電源 ジャ ッ ク に 純正 オプ ショ ン 以 外 の プラ グ を 挿入 す 別売 り の ニッ ケル 水素 バッ テリ ー パ ッ ク EBP-65/66 の 充電 に は 
る と 壊れ る 可能 性 が あり ます 。 ま た 、 故 障 の 原因 と な りや すい デリ ケー ト な 部 この 端子 を 使用 し ます 。 

品 で すか ら 、 必 要 以 上 の スト レス を ジャ ッ ク 内 部 に 掛け な いで くだ さい 。 
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3. 部 の 名 称 と 動作 3. 難 部 の 名 称 と 動作 


キー 操作 ディ スプ レイ の 表示 


キー FUNC キ ー を 押し た 後 、 過 点灯 中 ①⑪ 回 FUNC キ ー を 押す と 点灯 し ます 。 
音量 調整 IS ン 支 1 設定 RS: ー ーー 

音量 調整 ( 叶 @ つ ペー ジ ) チャ ン ネ ルネ ー ム の 設定 ( 叶 34 ペ ー ジ ) @ 四 シフ ト 方 向 を 表示 し ます 。 

。。。 | スケ ル チ レ ベル 調整 (gr 63 ペ ー ジ ) | レビ ー タ ー ア クセ ス 設 定 (mr45 ペ ー ジ ) ③ ー ン エン コー ダー 設定 時 に 点灯 し ます 。 

( ) | 長く 押し て ( 約 秒 以上 ) ス キャ ン 開 始 ④| 加 回 %⑪ ー ン スケ ル チ 設 定時 に 点灯 し ます 。 

(er9 ら ページ ) | DCS |DCS 設 定時 に 点灯 し ます 。 

長く 押し て ( 約 ら 秒 以上 ) キ ー ロ ッ ク 設 定 | 送信 出力 Hi/Low 切 り 替 え (mw31 ペ ー ジ ) ⑥ @ 天 波 数 や スキ ャ ン 動 作 を 表示 し ます 。 

Po | (mw34 ペ ー ジ ) = の 3 IKE 

VM | VFO モ ー ド ノン メ モリ ー モ ー ド ンコ ー ル チ | メモ リー 書き 込み (er 66 ペー ジ ) | ーー 

MW | ャ ン ネ ルモード の 切り 替え (rs 23 ペ ー ジ ) 米 レビ ピーター アク セス 機能 が ON の 時 に 点灯 し ます 。 
⑨ A オー ト パ ワ ー オ フン フ 機 能 が ON の 時 に 点灯 し ます 。 
⑩ バッ テリ ー 残 量 を 表示 し ます 。 バッ テリ ー 充 電機 能 が ON の 時 は 、 黒 

色 の バッ テリ ー ア イコ ン が 点 減 し ます 。 

⑪ II メモ リー モー ド 時 に 点灯 し ます 。 
⑲ 婦 如 メモ リー チャ ン ネ ル No. を 表示 し ます 。 
⑱ LO 送信 出力 が LOW 時 に 点灯 し ます 。 
⑭ | 劉 明 廊 劉 劉 劉 。 | 送信 ・ 受 信 周 波数 や 各 設 定 内 容 等 を 表示 し ます 。 
5) ATT アッ テ ネ ー タ ー 設 定時 に 点灯 し ます 。 
⑯ BUSY スケ ル チ が 開く と 点灯 し ます 。 
⑰| 男 還 固 還 較 較 | 受信 レベ ル と 送信 出力 レベ ル を 表示 し ます 。 


※ 説 明 の な い ア イコ ン は 本 機 で は 使用 し て いま せん 。 
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4. 基本 操作 4. 大 本 操作 


4. 基本 操作 スケ ル チ を 調整 する 
5 スケ ル チ と は 、 受 信 信号 の な いと き に 出る 「 ザ ー」 と いう ノイ ズ 音 を カッ ト 
了 慕 還 電源 を 入れ る する 機能 で す 。 
(⑯) キー を 約 1 秒 押す と 電源 が 入り ます 。 「 ス ケル チ が 開く 」 と は 、 信 号 を 受信 し て 受信 斉 を 出す こと が で きる 状態 を 
も う 一 度 (④⑥) キ ー を 約 1 秒 押す と 電源 が 切れ ます 。 示し ます 。 
・ ス ケル チレ ベル は 、(00) 一 (10) ま で の 1 1 段階 で す 。 
ぐ DJ-S17> ぐ DJ-S547> ・ 初 期 状態 は 00( 最 小 ) で す 。 


SQL 


1.0 生 キー を 押し ます 。 スケ ル チ レ ベル が 表示 さ 
れ ま す 。 

2. ダ イヤ ル を 回 し て スケ ル チ レ ベル を 増加 また 
は 減少 させ ます 。 通常 は ノイ ズ が 消え る 最小 
の レベ ル に 設定 し ます 。 周 波数 や 電波 環境 に 

音量 調整 は 、(00) 一 (20) ま で の ら 1 段 階 で す 。 4 

初期 状態 は 00( 最 小 ) で す 。00 の 場合 、 音 声 は 聞こ えま せん 。 3.MONI キ ー 以 外 の キー を 押し 設定 を 終了 し ます 。 

ダイ ヤル の 無 操作 状態 が 約 5 秘 続い て も 自動 

的 に 設定 を 終了 し 通常 表示 に 戻り ます 。 


VFO モ ー ド 
ら . ダ イヤ ル を 回 し て 音量 レベ ル を 増加 また は 減 
少 さ せま す 。 設定 値 を 大 きく する と 音量 も 大 初期 状態 で 最初 に 電源 を 入れ た と き に 表示 され る モー ド で す 。 周 波数 や 各種 
きく な り ま す 。 機能 の 設定 を 変更 する こと が で きる 基本 の 運用 モー ド で す 。 
3.MONI キ ー 以 外 の キー を 押し 設定 を 終了 し ます 。 
ダイ ヤル の 無 操作 状態 が 約 5 秒 続い て も 自動 


VOL 


1. て キー を 押し ます 。 音量 レベ ル が 表示 され ます 。 


NAME 


4.4.1 周波 数 の 設定 


的 に 設定 を 終了 し 通常 表示 に 戻り ます 。 田 VFO モ ー ド へ の 切り 替え 
7 キー を 押す ご と に 、「VFO モ ー ド 」、「 メ モリ ー モ ー ド 」、「 コ ー ル チャ ン ネ 
ルモード 」 に 切り 替わり ます 。 メ モリ ー モ ー ド 時 は ディ スプ レイ に WMI、 コ 
/N 注意 ー ル チャ ン ネ ルモード 時 は ディ スプ レイ に 『 と 表示 され ます 。 
イヤ ホン を 使用 する と き は 、 音 時 に ご 注意 くだ さい 。 小 さい 音量 レベ ル で 実際 
に 音量 を 確か め な が ら 、 大 きく し て くだ さい 。 較 チャ ン ネ ルス テッ プ で の UP/DOWN 
ダイ ヤル を 時 計 方 向 に 回 す と 、1 ク リッ ク で 1 チャ ン ネ ルス テッ プ す ずつ 周 波数 
が 増加 し ます 。 


ダイ ヤル を 反 時 計 方 向 に 回 す と 、1 ク リッ ク で 1 チャ ン ネ ルス テッ プ ず つつ 周波 
数 が 減少 し ます 。 
0.5MHz ご と に ビー プ 音 が な り ま す 。 
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4. 基本 操作 


田 IMHzUP/DOWN 
FUNC キ ー を 押し て 食 点 灯 中 に ダイ ヤル を 回 す と 、 回 す 方 向 に 応じ て 周波 数 
が 1MHz ず つ 増 加 ま た は 減少 し ます 。 
4.4.8 チャ ン ネ ルス テッ プ 設 定 
1. セ ッ ト モ ー ド の メニ ュー9 番 を 選択 し 、 現 在 の チャ ン ネ ルス テッ プ ( 初 期 設 
定 は 「STP-20] ) を 表示 し ます 。 
(セッ トモ ー ド の メニ ュー 一 覧 は 「8.1 セッ トモ ー ド 一 覧 」 ( 幸 44 ペ ー ジ ) 
を 、 セ ッ ト モ ー ド の 設定 方 法 は 「8.2 セ ッ ト モ ー ド の 設定 方 法 」 ( 叶 45 


ペー ジ ) を 参照 くだ さい 。) 
ら . ダ イヤ ル を 回 す と チャ ン ネ ルス テッ プ が 下記 の よう に 切り 替わり ます 。 
ェ DOWN UP -+ (単位 : kHz) 


STP-5 一 > STP-10 一 > STP-12.5 一 > STP-15 一 > STP-20 一 > STP-25 > STP-30 


3. 設 定 し た い チ ャ ン ネ ルス テッ プ を 表示 させ た 後 、MONI キ ー 及 び FUNC キ ー 
以外 の キー を 押し て 設定 を 終了 し ます 。 


参考 : 
・ メ モリ ー モ ー ド で の ステ ッ プ チャ ン ネ ル 設 定 は で きま せん 。 
・ ス テッ プ 値 を (5kHz、10kHz、15kHz、 ら 0kHz、30kHz) か ら (12.5kHz、 


ら 5kHz) の いずれ か に 変更 し た り 、 そ の 逆 に 変更 する と 、 変 更 完了 時 の 周波 数 と 
シフ ト 幅 が 補正 され る こと が あり ます の で 、145.000 や 433.000 な ど 、 小 数 点 
以下 が 000 に な る 周波 数 で ステ ッ プ 値 の 変更 を 行う こと を お すす めし ます 。 


4.4.3 シフ ト 方 向 と オフ セッ ト 周 波数 の 設定 


通常 、 レ ビー ター は 、 あ る 周波 数 で 受信 し た 信号 を 別 の 周波 数 で 再送 信 し ま 

す 。 

この 二 つ の 周波 数 の 差 が オフ セッ ト 周 波数 で す 。 オ フ セ ッ ト 周 波数 の 設定 範 

囲 は 0ー99.935MHz ま で で す 。 

PTT を 押し た 時 、 送 信 周 波数 を 受信 周波 数 に 対し て 上 か 下 か に ずら すこ と を 

シフ ト 、 そ の 方 向 を シフ ト 方 向 と 呼び ます 。 

シフ ト 方 向 及び オフ セッ ト 周 波数 は セッ トモ ー ド で 設定 で きま す 。 

セッ トモ ー ド の メニ ュー 一 覧 は 「8.1 セ ッ ト モ ー ド 一 覧 」( 荘 44 ペ ー ジ ) を 、 

セッ トモ ー ド の 設定 方 法 は 「8.82 セッ トモ ー ド の 設定 方 法 」 ( 守 45 ペ ー ジ ) 

を 参照 くだ さい 。 な お 、 実際 の レビ ー タ ー 運 用 に は 、 レ ビー ター アク セス 機 
24 能 用 メモ リー( 叶 28 ペー ジ ) を お 使い くだ さい 。 


4. 基本 操作 


田 シフ ト 方 向 の 設 
1. セ ッ ト モ ー ド の メニ ュー10 番 を 選択 し 、 現 在 の シフ ト 方 向 ( 初 期 設定 は 
[SFD-OF」) を 表示 し ます 。 
ら . ダ イヤ ル を 回 す と シフ ト 方 向 が 下記 の よう に 切り 替わり ます 。 
SFD-OF --+ SFD -- > SFD-+ 


3. 設 定 し た い シ フト 方 向 を 表示 させ た 後 、MONI キ ー 及 び FUNC キ ー 以 外 の 
キー を 押し て 設定 を 終了 し ます 。 


/ い 詩 意 


シフ ト を 解除 する 時 は 、SFD-OF に 設定 し て くだ さい 。 


田 オフ セッ ト 周 波数 の 設定 
1. セ ッ ト モ ー ド の メニ ュー1 1 番 を 選択 し 、 現 在 の オフ セッ ト 周 波数 (初期 設 
定 は 「0.600]」 また は 「5.000] ) を 表示 し ます 。 
ら . ダ イヤ ル を 回 す と オフ セッ ト 周 波数 が 1 チャ ン ネ ルス テッ プ ず つ 増 減 さ れ 


す 。 
いい キー を 押し な が ら ダ イヤ ル を 回 す と 1 MHz ステ ッ プ で 増減 で きま す 。 


NAME 
3. 設 定 し た い 周 波数 を 表示 させ た 後 、MONI キ ー 及 び FUNC キ ー 以 外 の キー 
を 押し て 設定 を 終了 し ます 。 


参考 : 
・ 通 常 の レビ ー タ ー は アク セス する の に 必須 な CTCSS/DCS の 設定 に つい て は 、 
「6. 選 択 交 信 機 能 ] を 参照 し こく だ さい 。 ( 叶 37 ペ ー ジ ) 
・ 日 本 の アマ チュ アレ ピー ター は 、430MHz 帯 で は マイ ナス シフ ト の 5.000MHz 


で す 。 

・ オ フ セ ッ ト 周 波数 が 本 機 の 送信 周波 数 範囲 を 越え る 数 値 に 設定 さて る と 、PTT キ 
ー を 押し た 時 に OFF が 表示 され アラ ー ム が 鳴り ます 。 こ の 状態 で は 送信 する こ 
と は で きま せん 。 
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4. 基本 操作 
メモ リー モー ド 


あら か じ め 登 録 し て お いた 周波 数 や 設定 を 呼び 出し て 運用 する モー ド で す 。 
本 機 は 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 200 個 (0ー1998CH) 、 発 信 機 探索 機能 用 メモ 
リー チャ ン ネ ル 10 個 (d0 一 d9) 、 コ ー ル チャ ン ネ ル 1 個 、 レ ビー ター アク セス 
機能 用 メモ リー1 個 を 持っ て いま す 。 


4.5.1 メモ リー チャ ン ネ ル の 登録 


VMC 
1.4 キー を 押し て VFO モ ー ド に 切り 替え 、 登 録 し た い 周波 数 を 選択 し 、 必 


要 に 応じ て 各 機能 を 設定 し ます 。 
登録 で きる 内 容 に つい て は 、「4.5.7 フ メモ リー 登録 で きる 内 容 」( 叶 69 ペ 
ー ジ ) を 参照 くだ さい 。 


VMC 


5. キー を 押し て メモ リー モー ド を 選択 し ます 。 メ モリ ー モ ー ド 中 は ディ 
スプ レイ に と WMI メ モリ ー チャ ン ネ ル No. ま た は 、.p また 尺 父 が 表示 
され ます 。 

3.FUNC キ ー を 押し ます 。 同 が 表示 され ます 。 

4. 凡 点灯 中 に ダイ ヤル を 回 し て 希望 する メモ リー チャ ン ネ ル No.(0-199) を 


選択 し ます 。 
使用 され て いな いい メモリー チャンネル で は MAI が 点滅 し ます 。 


5. 還 の 点灯 が 消え る まで に 再度 72 キー を 押す と 、 完 了 ビ ー ブ 音 が 鳴り 、 
VFO 周 波数 が 選 選択 され た メモ リー チャ ン ネ ル に 登録 され ます 。 同 が 消え た 
時 は 、FUNC キ ー を 押し て か ら 7 キー を 押し て くだ さい 。 


4.5.2 メモ リー チャ ン ネ ル の 呼出 
1.4 ッ キー を 押し て メモ リー モー ド を 選択 し ます 。 
2. ダ イヤ ル を 回 し て メモ リー チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 


4.5.3 メモ リー チャ ン ネ ル の 消去 
WMWC 


1.( キー を 押し て メモ リー モー ド を 選択 し ます 。 
ら . ダ イヤ ル を 回 し て 消去 し た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル No. を 選択 し ます 。 
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4. 基本 操作 


VIMC 


3. M き 9 を 押し て 同点 灯 中 に 4 / キ ー を 押し ます 。 
音 が 鳴り 、 登 録 され た 内 容 が 消去 され ます 。 こ の 時 、WVI が 点滅 に 変わ 


VMC 


上 同 が 消え た 時 は 、FUNC キ ー を 押し て か ら (人 キー を 押し て くだ さい 。 


参考 : 
手順 3 で ディ スプ レイ の が 点 減 し て いる 状態 の と き (ディ スプ レイ に メモ リー 


VMC 


の 内 容 が その まま 表示 され て いる と き ) 、FUNC キ ー を 押し て 同 点灯 中 に (7 キー 


を 押す と 、 消 去 し た メモ リー 内 容 復帰 させ る こと が で きま す 。 た だ し 、 - メ モリ 
ー チ ャ ン ネ ル や モー ド を 変更 する と 復帰 不可 能 に な り ま す 。 


4.5.4 発信 機 探索 機能 用 メモ リー チャ ン ネ ル の 登録 


/MC 


1.442 キ ー を 押し て VFO モ ー ド に 切り 替え 、 登 録 し た い 周波 数 を 選択 し ます 。 


2 


ら . (キー を 押し て メモ リー モー ド を 選択 し ます 。 


3.FUNC キ ー を 押し て 同点 灯 中 に ダイ ヤル を 回 し て 希望 する 発信 機 探索 機能 
用 メモ リー チャ ン ネ ル No.(d0 一 d98) を 選択 し ます 。 
使用 され て いな い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル で は MA が 点滅 し ます 。 
この 時 、 プ ッ プ ッ プ ッ と いう 連続 音 が 鳴り ます が 、 異 常 で は あり ませ ん 。 


4. 隔 の 点灯 が 消え る まで に 再度 2 キー を 押す と 、 完 了 ビ ー プ 音 が 鳴り 、 
VFO 周 波数 が 選択 され た メモ リー チャ ン ネ ル に 登録 され ます 。 同 が 消え た 
時 は 、FUNC キ ー を 押し て か ら (7 キー を 押し て くだ さい 。 


参考 : 


発信 機 探索 機能 に つい て は 、「7.4 発 信 器 探索 機能 ] ( 只 42 ペ ー ジ ) を 参照 くだ さい 。 


4.5.5 コー ルチャ ン ネ ル の 登録 


VMC 


に キー を 押し て メモ リー モー ド を 選択 し ます 。 
MI が 表示 され ます 。 


ら . ダ イヤ ル を 回 し て 『 を 表示 させ ます 。 


VMC 


3. (yy キー を ら 回 押し て VFO モ ー ド に 切り 替え 、 ダ イヤ ル を 回 し て 登録 し た 
い 周 波数 や その 他 の 機能 を 設定 し ます 。 


4.FUNC キ ー を 押し て 隔 点 灯 中 に (42 キー を 押す と 、 完 了 ビ ー ブ 音 が 鳴り 、 
VFO 周 波数 が コー ルチャ ン ネ ル に 登録 され ます 。 回 が 消え た 時 は 、FUNC 


WMC 


キー を 押し て か ら て キー を 押し て くだ さい 。 


ビザ 4 


4. 基本 操作 
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4.5.6 レビ ー タ ー ア クセ ス 機 能 用 メモ リー の 登録 


レビ ー タ ー ア クセ ス 機 能 を 使う と 、 ら 個 の キー 操作 で 、 任 意 の シフ ト ・ ト ー ン 設 
定 を 運用 周波 数 に 適用 する こと が で きま す 。 この 設定 は セッ トモ ー ド と は 別に 行え 、 
VFO プ メモ リー コー ルチャ ン ネ ル の いずれ の モー ド で も 使う こと が で きま す 。 
セッ トモ ー ド で シフ ト や オフ セッ ト を 設定 する と 常に その 状態 が 保持 され る 
の で 、 シ ンプ レッ クス (中継 を し な い 通 信 ) と セミ デュ ー プ レク ス (中 継 通信 ) を 
切り 替え て QS0( 交 信 ) す る こと が 多い アマ チュ ア 無 線 で は 、 こ の 機能 を 使う 
こと を お すす めし ます 。 

レビ ー タ ー ア クセ ス 機 能 は DJ-S47 で 使用 する こと を お すす めし ます 。 た だ し 、 
144MHz レ ビー ター が ポピュラー な 海外 で の 運用 に 対応 する た め ( 国 内 で は 
中 継 に 144MHz は 使用 され て いま せん )、DJ-S 1 7 で も 設定 で きる よう に な 
っ て いま す 。 


WMC 


1./ キー を 押し て メモ リー モー ド を 選択 し ます 。 
ら . ダ イヤ ル を 回 し て rp 4 し た 過 品 を 選択 し ます 。 


3.DJ-S47 で は 初期 値 と し て マイ ナス 5MHZ シ フト 、88.5Hz の CTCSS ト 
ー ン (エン コー ド の み ) が 設定 され て いる の で 自動 的 に マイ ナス (-) と 回 の 
アイ コン が 表示 され ます 。 通常 は 、 こ の まま FUNC キ ー を 押し 同 点灯 中 
に (キー を 押し て 設定 を 終了 し ます 。 

4 海外 で の 運用 な ど で シ フト 幅 や シフ ト 方 向 、 ト ー ン 等 を 変更 する 必要 が あ 
る 場合 、 手 順 ら の 状態 で セッ トモ ー ド に 入り 、「4.4.3 シ フト 方 向 と オフ セ 
ッ ト 周 波数 の 設定 」( 束 24ー65 ペ ー ジ ) を 参照 し レビ ピー ター アク セス 機 
能 向 け の パラ メー ター を 新た に 編集 し て くだ さい 。 編集 が 終わ る と 自動 
的 に rp た た 尺 信 の 表示 画面 に 戻り ます 。 そ の 後 、FUNC キ ー を 押し 隔 
点灯 中 に 7 キー を 押し て 設定 を 終了 し ます 。 

5. レ ビー ター アク セス 機能 の 使い 方 に つい て は 、「7.3 レ ビー ター アク セス 機能 」 


( 補 42 ペ ー ジ ) を 参照 くだ さい 。 


参考 : 

・ メモリー モ ー ド で 運用 中 も rP し た た 記 全 の チャ ン ネル が 表示 され ます が 、 そ の 
周波 数 で は 交信 は で きま せん 。 
・ ス キャ ン 中 は この チャ ン ネ ル は スキ ッ プ され ます 。 こ の 表示 を 消す こと は で きま せん 。 


・DJ-S17 の 初期 設定 値 は ー0.6MHz、88.5Hz トー ン エ ンコ ー ド で す 。 

・ 国 内 仕様 の 無線 機 は 、 海 外 で は 周波 数 割当 や 電圧 の 違い 、 ラ イセ ンス の 問題 な 
ど で お 使い に な れ な い 地 域 が め あり ます 。 ま た 、 海 外 で お 使い の 場合 、 国 内 の 保 
証 は 適用 され ませ ん 。 


4. 基本 操作 


4.5.7 メモ リー 登録 で きる 内 容 


音 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル に は 、 下 記 の 内 容 を メモ リー 登録 する こと が で きま す 。 
・ 周 波数 


・ オ フ セ ッ ト 周 波数 * 

・ シ フト 方 向 (キノ ー)* 

・ ト ー ン エン コー ダー 周波 数 * 

・ ト ー ン デコ ー ダ ー 周 波数 * 

・ ト ー ン エン コー ダー デコーダ ー 設 定 (TSQ)* 
・DCS コ ー ド * 

・DCS 設 定 * 

・ ス キッ プチ ャ ン ネ ル 設 定 

・ ビ ジー チャ ン ネ ル ロ ッ クア ウト (BCLO) 
・ 送 信 パ ワー (HL) 

・ バ ッ テ リ ー セ ー ブ 設 定 

・ ク ロッ クシ フト 設定 

・ チ ャ ン ネ ルネ ー ム 設定 

・ ア ッ テ ネ ー タ ー レ ベル 


参考 : 


レビ ー タ ー ア クセ ス 機 能 用 メモ リー に は 、* の 付い た 項目 の み 登 録 可能 で す 。 


29 


4. 基本 操作 


訪 軸 鏡 コー ルチャ ン ネ ルモード 


この モー ド で は 、1 個 の キー 操作 で 頻繁 に 使う メモ リー チャ ン ネ ル を 呼び 出す 
こと が で きま す 。 


WMC 


1.0/ キ ー を 押し て ! を 表示 し ます 。 
コー ルチャ ン ネ ル が 呼び 出さ れ ま す 。 


VMC 


2. もう 一 度 2 キー を 押す と 元 の モー ド (VFO ン 
メモ リー) に 戻り ます 。 


参考 : 
コー ルチャ ン ネ ル の 登録 に つい て は 、「4.5.5 コー ルチャ ン ネ ル の 登録 」 (ww 27 ペ 


ー ジ ) を 参照 くだ さい 。 


重要 : 
・ コ ー ル チャ ン ネ ルモード で は 、 周 波数 や メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 を ダイ ヤル で 変 
更 す る こと は で きま せん 。 
・ オ フ セ ッ ト 設 定 、 ト ー ン 設定 は 一 時 的 に 変更 し て 運用 する こと が で きま す 。 
・ コ ー ル チャ ン ネ ルモード 中 は 、 ス キャ ン 機 能 が 使用 で きま せん 。 
・ コ ー ル チャ ン ネ ル の 周波 数 は 変更 で きま す が 、 消 去 す る こと は で きま せん 。 


受信 する に は 
1 . 運 用 する モー ド で 周波 数 を 選択 し ます 。 希望 周波 数 で 信号 が 受信 され る と 、 
ディ スプ レイ に BUSY と 受信 レベ ル が 表示 され 、 受 信 音 声 が 聞こ えま す 。 
また この 時 、 緑 色 の HRX ラ ンプ が 点灯 し ます 。 


4.7.1 モニ ター 機能 


受信 信号 が 弱かっ た り 、 途 切れ た り し て 聞き づら い 時 に スケ ル チ を 一 時 的 に 

OFF に する 機能 で す 。 

・MONI キ ー を 押し て いる 間 だ け 、 ス ケル チレ ベル の 設定 状態 に 関係 な く ス 
ケル チ ヂ 動 作 が 解除 ぐれ 、 音 が 聞こ えま す 。 

・ ト ー ン スケ ル チ や DCS 機 能 が 設定 され て いて も 、 こ の 機能 を 使う と スケ ル 
チ を OFF に する こと が で きま す 。 
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4. 基本 操作 


送信 する に は 


1. 運 用 する モー ド で 周波 数 を 選択 し ます 。 


ら .PTT キ ー を 押す と 、 赤 色 の TX ラン プ が 点灯 し 送信 状態 と な り ま す 。PTT キ 
ー を 押し な が ら 、 マ イク に 向かっ て 話し ます 。 マ イク と 口元 は 約 5cm 程 離 
し て くだ さい 。 


3.PTT キ ー を 離す と 送信 が 終了 し ます 。 


重要: 4 
・PTT キ ー を 押し な が ら MONI キ ー を 押す と 、 トー ン 信 号 が 送信 され ます 。 
・ マ イク に 向かっ て 話す と き 、 声 が 大 きす ぎ た り 口元 が 近 す ぎ た り する と 、 送 信 音 


が 歪み (ひずみ ) ま す の で ご 注意 くだ さい 。 

・ 本 機 は 防水 を 施す た め 、 内 蔵 マ イク の 手前 に 特殊 な 布製 素材 を 装着 し て いま す 。 
この た め 、 内 蔵 マ イク を 使用 し た 時 と 外部 マイ ク 等 の アク セ サ リ ー を 使用 し た 時 
で 若干 音質 が 変わ っ て 聞こ える 場合 が あり ます が 、 異常 で は あり ませ ん 。 

・ 送 信 周 波数 範囲 外 で PTT キ ー を 押す と 、 デ ィ ス プレ イ に OFF が 表示 され アラ ー 
ム 音 が 鳴り ます 。 こ の 状態 で は 送信 する こと は で きま せん 。 

・ 水 濡れ や 結 規 な ど で 内 蔵 マ イク の 布製 素材 が 湿っ て いる 場合 に 、 変 調 が 小さ べく な 
る 事 が あり ます 。 

・ マ イク 穴 を ステ ッ カ ー や ラベ ル で 上 ぶさ が な いで くだ さい 。 声 を 拾わ なくなり ます 。 

・ し ば らく モニ ター し て 他 の 通信 に 混信 を 与え な いこ と を 確認 し て か ら 運 用 し て く 
だ さい 。 


4.8.1 送信 出力 の 切り 替え 


送信 出力 を 変え る こと が で きま す 。 コ 

待受け 又は 受信 中 に FUNC キ ー を 押し て 隔 点灯 中 に し) を 押す と 送信 出力 が 
切り 替わり ます 。 

LOW パ ワー 時 に は ディ スプ レイ に LO が 点灯 し ます 。 

HI パワ ー 時 に は 何 も 表示 し ませ ん 。 

初期 値 は LUDW パ ワー と な っ て いま す 。 

送信 出力 メー ター は LOW パ ワー 送信 時 軒 較 國 、HI| パ ワー 送信 時 
固 居 因 較 較 較 で す 。 


重要: 
送信 中 は 、HI/LOW 送 信 出 力 の 切り 替え は で きま せん 。 
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5. 便利 な 機能 


5. 便 利 な 機能 


スキ ャ ン 機 能 


自動 的 に 受信 周波 数 を 切り 替え て 、 受 信 信 号 を 探し 出す 機能 で す 。 ス キャ ン 

の 種類 は ビジ ー ス キャ ン と タイ マー スキ ャ ン が あり ます 。 初期 状態 は タイ マ 

ー ス キャ ン で す 。 

・ タ イマ ー ス キャ ン : スキ ャ ン 停 止 後 、 受 信 信 号 が あっ て も 5 秒 経過 する と 
次 の チャ ン ネ ル に 移り ます 。 

・ ビ ジー スキ ャ ン : スキ ャ ン 停 止 後 、 受 信 信 号 が 無く な れ ば 次 の チャ ン ネ ル 


に 移り ます 。 
4 スキ ャ ン 中 は 表示 部 の 1 MHz デシ マル ポイ ント (・) が 点滅 し ます 。 
スキ ャ ン の 解除 は 、MONI キ ー 以 外 の キー を 押し ます 。 
再度 スキ ャ ン す る と き の ス キャ ン 方 向 は 、 最 後に 操作 し た 方 向 に な り ます 。 


参考 : 
ビジ ー ス キャ ン と タイ マー スキ ャ ン の 切り 替え は セッ トモ ー ド で 行い ます ( 叶 45 


ペー ジ )。 


5.1.1 VFO ス キャ ン 


WMC 


1.42 キ ー を 押し て VFO モ ー ド を 選択 し ます 。 
2. コキ ー を 2 秒 以 上 押し ます 。 
スケ ル チ 設 定 画面 が 表示 され ます が その まま 押し 続け ます 。 
スキ ャ ン が 開始 され 、 最 後に 操作 し た 方 向 へ 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ 単 位 
で スキ ャ ン し ます 。 
3. ダ イヤ ル を 時 計 方 向 に 回 す と アッ プ 方 向 に スキ ャ ン し 、 反 時 計 方 向 に 回 す 
と ダウ ン 方 向 に スキ ャ ン し ます 。 
VF0 ス キャ ン は 、 全 受信 周波 数 範 団 を スキ ャ ン し ます 。 


4. ス キャ ン を 止め る に は MONI キ ー 以 外 の キー を 押し ます 。 
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4. 基本 操作 


5.1.8 メモ リー スキ ャ ン 


1.77 キー を 押し て メモ リー モー ド に し ます 。 

8. キー を 2 秒 以上 押し ます 。 
スケ ル チ 設 定 画面 が 表示 され ます が その まま 押し 続け ます 。 
メモ リー スキ ャ ン が 開始 され ます 。 


3. ダ イヤ ル を 時 計 方 向 に 回 す と アッ プ 方 向 に スキ ャ ン し 、 反 時 計 方 向 に 回 す 
と ダウ ン 方 向 に スキ ャ ン し ます 。 
メモ リー スキ ャ ン は メモ リー され て いる チャ ン ネ ル の み ス キャ ン し ます 。 


4. ス キャ ン を 止め る に は MONI キ ー 以 外 の キー を 押し ます 。 


参考 : 
・ メ モリ ー ス キャ ン で は 、 通 常 の メモ リー チャ ン ネ ル と 発信 機 探索 機能 用 チャ ン ネ 
ル の それ ぞ れ を 独立 し て スキ ャ ン で きま す 。 通常 の メモ リー スキ ャ ン に は メモ リ 
ー モ ー ド で M0 一 M199 の 、 発 信 機 控 索 機能 用 メ モリ ー の スキ ャ ン に は d0 一 d9 


の うち いずれ か 1 つの チャ ン ネ ル を 選択 し こし か ら ス キャ ン 操 作 を し て くだ さい 。 

・ ス キャ ン を 開始 する 前 に スケ ル チ レ ベル を 正しく 設定 し て くだ さい 。 トー ンス 
ケル チ を 設定 し て いて も 、 ス キャ ン を 開始 する に は 通常 の スケ ル チ レ ベル 調整 
が 必要 に な り ま す 。 


5.1.3 スキ ッ プ チャ ン ネ ル 設 定 


スキ ッ プ チャ ン ネ ル に 設定 され た メモ リー チャ ン ネ ル 及 び 発 信 機 探索 機能 用 メ 

モリ ー チ ャ ン ネ ル は 、 メ モリ ー ス キャ ン 時 に スキ ャ ン の 対象 か ら 外 され ます 。 
1. メ モリ ー モ ー ド で スキ ッ プ チャ ン ネ ル に 設定 し た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 
選択 し ます 。 

ら .FUNC キ ー を ら 2 秒 以 上 押し て セッ トモ ー ド ( 叶 44 ペ ー ジ ) に 入り メニ ュー 


16 番 を 選択 し 、 現 在 の チャ ン ネ ルス キッ プ 設 定 (初期 設定 は 「SKP-OF] ) 
を 表示 し ます 。 


3. ダ イヤ ル を 回 す と 表示 の ON/OFF が 切り 替わり ます 。 
FUNC キ ー 及 び MONI キ ー 以 外 の キー を 押し て 設定 を 終了 し ます 。 

4. 設 定 を ON に する と 、 設 定 さ れ た メモ リー チャ ン ネ ル に は 10MHz デ シマ ル 
ポイ ント が 点灯 し ます 。 


参考 : 
・ コール チャ ン ネ ル と レビ ー タ ー ア クセ ス 機 能 用 メモ リー は 自動 的 に スキ ッ プ され ます 。 


・ メ モリ ー モ ー ド 以外 で は スキ ッ プ チャ ン ネ ル 設 定 は セッ トモ ー ド メニ ュー に 表示 され ませ ん 。 


5. 便利 な 機能 

キー ロッ ク 機 能 
キー ロッ ク の 設定 は 、 下 記 の ら 種 類 の 方 法 が あり ます 。 
① (の キー を 2 秒 以上 押す と キー ロッ ク が 設定 され ます 。 


人 Ne を 押し な が ら ( つ キー を 3 回 押す と キー ロッ ク が 設定 され ます 。 

・ ゆ の 方 法 で キー ロッ ク を 設 Z 定 し た 場合 は 、 ① の 方 法 で の み 解 除 で きま す 。 

・⑤ の 方 法 で キー ロッ ク を 設定 し た 場合 は 、⑧ の 方 法 で の み 解 除 で きま す 。 

・ キ ー ロ ッ ク 時 は 、 デ ィ ス プレ イ に 〇 -m が 点灯 し ます 。 

・ キ ー ロ ッ ク 時 は 、PTT、LAMP、MONI、VOL、SQL、 ト ー ン コー ル 、 電 
源 ON/OFF の 操作 の み が 可 能 で す 。 

・ キ ー ロ ッ ク 機 能 よ ま 、 レ ビー ター アク セス 機能 用 メモ リー を 表示 中 に 設定 す 
る こと は で きま せん 。 


トー ンコ ー ル 機能 


送信 時 に トー ン 信 号 を 送っ た り 、 通 信 相手 の 呼び 出し 等 に ご 利用 くだ さい 。 
・PTT キ ー を 押し な が ら MONI キ ー を 押し て いる 間 、 トー ン 信 号 が 送信 され ます 。 
・ ト ー ン 周波 数 は 初期 値 1 750Hz で 、 セ ッ ト モ ー ド で 変更 可能 で す 。( 叶 46 ペ ー ジ ) 
・ ト ー ン 信号 送信 中 は 、CTCSS/DCS トー ン は 一 時 的 に 中 断 さ れ ま す 。 
・ ト ー ン 送信 中 で も スピ ー カ ー か ら 音 は 間 こ えま せん 。 


参考 : 


ヨー ロッ パ で 多用 され て いる トー ン バ ー ス ト 式 アマ チュ ア 
セス に 利用 で きま す 。 


・ レ ビー ター へ の アク 


チャ ン ネ ルネ ー ム 機能 


メモ リー モー ド で 周波 数 表示 の 代わ り に 任意 の 英 数 字 (6 文 字 ま で ) を 表示 する 
こと が で きま す 。 

5.4.1 設定 方 法 
1. メ モリ ー モ ー ド で チャ ン ネ ルネ ー ム を 設定 し た い チ ャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 


2.FUNC キ ー を 押し て 同点 灯 中 に キー ( 〇 を 押し ます 。 
3. デ ィ ス プレ イ に [A  ] が 点滅 表示 し ます 。 
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5. 便利 な 機能 


4. ダ イヤ ル を 回 し て 入力 文字 を 選択 し ます 。 


VOL 


5. キー を 押す と 入力 し た 文字 は 点灯 に 代わ り 、 次 の 文字 が 入力 で きま す 。 
6. 同様 の 手順 で 以降 の 文字 を 入力 し て いき ます 。 
・ 入 力 中 に ぴ ) キ ー を 押す と 入力 文字 が 全 消 去 さ れ ま す 。 


VOL 


7.MONI キ ー、 (キー キー 以外 の キー を 押す と 設定 が 終了 し ます 。 


参考 : 
点灯 状態 の 文字 の み が メ モリ ー さ れ ま す 。 た と えば 、 ご 文字 だ け 入力 し た い 場 合 は 


4 文字 目 が 点滅 状態 の 時 に 、6 文 字 入 力 し た い 場 合 は 初め に 戻っ て 1 文字 目 が 点滅 


状態 の 時 に 設定 し ます 。 


5.4.28 チャ ン ネ ルネ ー ム 機能 の 運用 


・ メ モリ ー モ ー ド に する と 、 チ ャ ン ネ ルネ ー ム 設定 され て いる チャ ン ネ ル は 、 
周波 数 表示 の 部 分 が 設定 し た 英 数 字 で 表示 され ます (CH 番号 は その まま 表 
示さ れ ま す )。 

・FUNC キ ー を 押す と 、 表 示 が 5 秒間 周波 数 表示 に 変わ り ま す ( 途 中 何 か の キ 
ー を 押す と 、 チ ャ ン ネ ルネ ー ム 表示 に 戻り ます ) が 、 フ ァ ン クシ ョ ン 機 能 に 
割り 当て られ た キー を 押す と 、 そ の 機能 や モー ド が 動作 し ます 。 
コー ルチャ ン ネ ル に この 機能 を 使う 場合 は 、 コ ー ル チャ ン ネ ルモード で 設 
定 し ます 。 


語 蝶 儲 オ ー ト パワ ー オ フ (APO) 機能 


電源 スイ ッ チ の 切り 忘れ に よる 電池 の 消耗 を 防ぐ 機能 で す 。 


5.5.1 APO の 設定 


1. セ ッ ト モ ー ド ( 補 44 ペ ー ジ ) の メニ ュー15 番 を 選択 し 、 現 在 の オー ト パ ワ 
ー オ フ 設 定 (初期 設定 は 「APO-OF」 ) を 表示 し ます 。 


ら . ダ イヤ ル を 回 す と 表示 の ON/OFF が 切り 替わり ます 。 
93. 設定 を ON に する と 、 デ ィ ス プレ イ に A が 表示 され ます 。 


5.5.2 APO の 動作 


APO を ON に する と 、 無 操作 の 状態 が 約 30 分 間 続 く と ビー プ 音 が 鳴り 、 自 動 
的 に 無線 機 の 電源 が 切れ ます 。APO の 時 間 の カウ ント は 信号 が 入 感 し て も 延 
長 さ れ ま せん 。 キ ー 操 作 の み で 延長 され ます 。 ス キャ ン 中 も 同様 で す 。 
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5. 便利 な 機能 6. 選択 交信 機能 


タイ ム ア ウ ト タ イ マー (TOT) 6. 選択 交信 機能 


送信 が 連続 し て 一 定 の 時 間 以 上 続い た と き 、 自 動 的 に 送信 を 停止 させ る 機能 で す 。 田 選択 略 出 の 方 法 

5.6.1 TOT の 設 ・ 特 定 の 局 と 交信 する 場合 に は 、 トー ンス ケル チ (CTCS5S) 機 能 ま た は DCS 

に 機能 を 使用 し ます 。 
1. セ ッ ト モー ド ( w44 ペ ー ジ ) の メニ ュー フ 7 番 を 選択 し 、 現 在 の TOT 設 定 ( 初 ・ ト ー ン スケ ル チ 機 能 は 、39 種 類 の CTCSS トー ン か ら 自 局 で 設定 し た トー 
期 設定 は 「T-OFF」) を 表示 させ ます 。 ン 周 波数 が 、 相 手 局 の トー ン 周 波数 を 受信 し た と き に 一 致し と いれ ば スケ 

還 時 ル チ が 開く 機能 で す 。 
OAI ・ DCS 機 能 よ 、104 種 類 の デジ タル コー ド か ら 自 局 で 設定 し た コー ド が 、 相 
eo 手 局 の デジ タル コー ド を 受信 し た と き に 一 致し て いれ ば スケ ル チ が 開く 機 
能 で す 。 


(単位 : 秒 ) 


・ ト ー ン スケ ル チ 機 能 と DCS 機 能 を 同時 に 併用 する こと は で きま せん 。 
3.MONI キ ー 及 び FUNC キ ー 以 外 の キー を 押し て 設定 を 終了 し ます 。 


ー ヽ 全 
5.6.2 TOT の 動作 人 
連続 送信 時 間 が 設定 され た 時 間 を 超 週 する 直前 に ビー ブ 音 が 鳴り 、 無線 機 は SI ドー 人 2 
自動 的 | 受信 状態 に な り ま す 。 こ の 場合 、 一 度 PTT キ ー を OFF に し な いと 次 1. セ ッ ト モー ド (mr 44 ペ ー ジ ) の メニ ュー12 番 を 選択 し 、 現 在 の トー ンス ケ 
の 送信 は で きま せん 。 ル チ 設 定 (初期 設定 は 「TN-OFF」 ) を 表示 し ます 。 
(TOT ペ ナル ティ 時 間 が 設定 され て いる 場合 に は 、 設定 され た 時 間 内 に 和 度 2. ダ イヤ ル を 回 す と ディ スプ レイ 表示 が 下記 の よう に 切り 替わり ます 。 
PTT キ ー を ON に し て も 送信 で きま せん 。TOT ペ ナル ティ 時 間 の 設定 に つい iA 


て は 、47 ペ ー ジ を 参照 くだ さい 。) 本 


ラン プ 機 能 ・ 加 : エン コー ダー 周波 数 の み の 設 妥 定 と な り ま す 。 
= 則 EEe】: め ン 設 
FUNC キ ー を 押し て 隔 点灯 中 に MONI! キ ー を 押す と 、LCD と キー バッ ド の 照明 0 曲 ーー 
が 点灯 し ます 。 


・ 舞 操 作 状態 が 5 秒間 継続 する と 、 ラ ンプ は 自動 的 に 消灯 し ます 。 MEA2RNN252 っ 0 


・ 点灯 中 に LAMP キ ー 以 外 の 操作 が あれ ば 、 そ こ か らら 5 秒間 点灯 が 延長 され ます 。 
・MONI キ ー を 押し な が ら 電 源 を 入れ る と 、 ラ ンプ が 常時 点灯 状態 と な り ま す 。 ー 
・ 常 時 点灯 状態 で も FUNC キ ー を 押し て MONI キ ー を 押す と 、 ラ ンプ を 6.1. ら トー ン 周 波数 の 設定 


ON/OFF に する こと が で きま す 。 1. セ ッ ト モ ー ド ( 叶 44 ペ ー ジ ) の メニ ュー13 番 を 選択 し 、 現 在 の トー ン 周 波 
数 (初期 設定 は 「88.5」 ) を 表示 し ます 。 


参考 : 


ラン プ 機 能 を 使う と こと バッテリー の 消費 が 早く な り ま す 。 常時 点灯 状態 設定 は 、 外 
部 電源 を 使用 し て いる 場合 に 限る こと を お すす めし ます 。 
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6. 選択 交信 機能 6. 選択 交信 機能 


ら . ダ イヤ ル を 回 し て 、 使 用 する トー ン 周 波数 を 下記 の 39 個 の 標準 CTCSS ト 4.MONI キ ー 以 外 の キー を 押し て 設定 を 終了 し ます 。 
ー ン か ら 選 択 し ます 。 ・「TSQ-EQ」 を 選択 し て いる 場合 エン コー ダー ン デ コー ダー 周波 数 は 
(単位 : H2) 連動 し て 変わ り ます 。 
670 693 719 744 770 797 825 854 885 915 ・「TSQ-NE」 を 選択 し て いる 場合 エン コー ダー ン デ コー ダー 周波 数 を 
948 974 1000 1035 1072 1109 1148 1188 1230 18273 個別 に 変更 で きま す 。 
1318 1365 141.3 1462 1514 156.7 1622 1679 1738 1799 


参考 : 
OO 通常 、 国 内 の アマ チュ ア 無 線 の 運用 スタ イル で は 、「TSQ-NE」 に 設定 する 必要 は 


3.MON! キ ー 及 び FUNC キ ー 以 外 の キー を 押し て 設定 を 終了 し ます 。 2 


参考 6.1.5 トー ンス ケル チ の 動作 


人 トー ンス ケル チ 機 能 を 使う と 、 設 定 し て いる 周波 数 の トー ン が 含ま れ た 信号 を 


受信 し た と きのみ スケ ル チ が 開き ます 。 


変更 され ます 。 ま た 、 デ コー ダー 周波 数 を 変更 する と エン コー ダー 周波 数 も 自動 
的 に 同じ 値 に 変更 され ます 。 別々 の 値 を 設定 し た い 場 合 は 、 下 記 の 「6.1.4 
EDC/DEC 周 波数 の 個別 設定 」 を 参照 し こく だ さい 。 


DCS 機 能 
6 6.1.3 トー ンス ケル チ の 解除 6.2.1 DCS の 設 
トー ンス ケル チ を 解除 する に は 、 セ ッ ト モ ー ド ( 可 44 ペ ー ジ ) の メニ ュー1 ら 番 1. セ ッ ト モ ー ド ( 叶 44 ペ ー ジ ) の メニ ュー14 番 を 選択 し 、 現 在 の DCS 設 定 ( 初 
で 「TN-OFF」 を 選択 し 、MONI キ ー 及 び FUNC キ ー 以 外 の キー を 押し ます 。 期 設 定 は 「DCS-0F」 ) を 表示 し ます 。 


ら . ダ イヤ ル を 回 す と 、 デ ィ ス プレ イ の 表示 が 下記 の よう に 切り 替わり ます 。 
DCS DCS 
DCS-OF > 023 …- 754 


6.1.4 ENC/DEC 周 波数 の 個別 設定 
通常 は 、 エ ンコ ー ダ ー 周 波数 を 変更 する と デコ ー ダ ー 周 波数 も 自動 的 に 同じ 
値 に 変更 され ます 。 ま た 、 デ コー ダー 周波 数 を 変更 する と エン コー ダー 周波 数 


に 同じ 値 に 変更 さ 。 別々 の 値 を 設 易 合 は 、 下 記 の 操 6 ピ 
1 2 1 3.MONI キ ー 及 び FUNC キ ー 以 外 の キー を 押し て 設定 を 終了 し ます 。 


ディ スプ レイ に DCS が 表示 され ます 。 


1. キ ー ロ ッ ク 状 態 に 入り ます 。(「5.6 キ ー ロ ッ ク 機 能 」 ( 宮 34 ペ ー ジ )) 


2.FUNC キ ー を 押し て 隔 点灯 中 に で ① キー を 3 回 、4《 り キー を 9 回 押し ます 。 
ディ スプ レイ に 「TSG-EQ」 (初期 設 定 ) と 表示 され ます 。 


3. ダ イヤ ル を 回 し て 「TSQ-NE」 を 選択 し ます 。 
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6. 選択 交信 機能 フ . 特殊 機能 


6.5.5 DCS コ ー ド の 変更 7. 特殊 機能 


DCS コ ー ド を 選択 し ます 。 (DCS 点 灯 状 態 ) 


ら .MONI キ ー 及 び FUNC キ ー 以 外 の キー を 押し て 設定 を 終了 し ます 
・DCS コ ー ド は エン コー ダー デコ ー ダ ー 同 一 コー ド が 設定 され 、 個 別 の 


近く に 強力 な 信号 が あり 、 目 的 の 信号 が ノイ ズ を 受け る な ど し て 聞き に くい 場 
合 に この 機能 を 使い ます 。 こ の 機能 を 動作 させ る と 、 ト ラン シー バー の 受信 感 


Bi 度 が 下がり ます 。 
ROD3 旨 誠 誠志 まま 1. セ ッ ト モー ド (ww44 ペ ー ジ ) の メニ ュー17 番 を 選択 し 、 現 在 の ATT 設 定 ( 初 
083 085 026 031 032 036 043 047 051 053 期 設定 は 「ATT-OF」 ) を 表示 し ます 。 
054 065 071 078 073 074 114 115 1l6 19a ら . ダ イヤ ル を 回 す と 、 デ ィ ス プレ イ の 表示 が 下記 の よう に 切り 替わり ます 。 
185 131 132 134 143 145 152 155 156 16a ATTOF 一 ATT1 一 。 ATT2 
165 172 174 205 2182 gag3 ee5 ee6 243 244 [ 
245 246 851 252 255 8261 863 265 866 271 ・ATT-1 : 受信 信号 の 強度 を 10dB 下 げ ま す 。 
274 306 311 315 3825 331 3382 343 8346 3851 ・ATT-2 : 受信 信号 の 強度 を oO0dB 下 げ ます 。 


356 364 365 371 411 412 413 4283 431 438 
445 446 452 454 455 468 464 465 466 503 
6 506 516 5823 586 532 546 565 6O6 618 684 


3.MONI キ ー 及 び FUNC キ ー 以 外 の キー を 押す と 設定 が 終了 し 、 デ ィ ス プレ 
イ に AT が 表示 され ます 。 
・ATT 機 能 を 解除 する に は 、ATT 設 定 の 手順 の 中 で 「ATT-OF」 を 選択 し 


627 631 632 654 662 664 703 712 783 7231 ます 。 AT 丁 表示 が ディ スプ レイ か ら 消 えま す 。 


732 734 743 754 


6.2.3 DCS の 解除 7.2 バッ テリ ー リ フレ ッシュ 機能 
DCS を 解除 する に は 、 セ ッ ト モ ー ド の メニ ュー14 番 で 「DCS-OF」 を 選択 オプ ショ ン の ニッ ケル 水素 バッ テリ ー パ ッ ク を 繰り 返し て 継ぎ 足し 充電 し て 
し ます 。 いる と 、 完 全 な 充電 が 行わ れ な い 「 メ モリ ー 効 果 」 と 呼ば れる 状態 が 起こ る 
可能 性 が あり ます 。 「 メ モリ ー 効 果 」 を 防ぐ た め に は 、 バ ッ テ リ ー パ ッ ク の 
6.2.4 DCS の 動作 電力 を 完全 に 消費 し て か ら 充 電 を 完全 に 行う よう に し て くだ さい 。 残り の 電 


力 を リフ レッ シュ (放電 ) す る に は バッ テリ ー リ フレ ッシュ 機能 が 役立ち ます 。 
まず 本 体 を 充電 器 や DC ケー ブル か ら 取 り 外 し 、 そ の 後 以下 の 手順 で 操作 を 行 
し ます 。 


受信 し た コー ド が 設定 し た コー ド と 一 致し た と き に スケ ル チ が 開き ます 。 


1. キ ー ロ ッ ク 状 態 に 入り ます 。( 「5.2 キ ー ロ ッ ク 機 能 」 ( 守 34 ペ ー ジ )) 
ら .FUNC キ ー を 押し て 同点 灯 中 に 、 


VMC SQL 


(幸二 Re キー v( キー NO キー の 順 
に 、 各 キ ー を それ ぞ れ ら 回 ずつ 押し ます 。 デ 
ィ ス プレ イ に 「DISCHG」 が 表示 され 、 バ ッ 


テリ ー リ フレ ッシュ が 開始 され ます 。 
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7. 特殊 機能 


レビ ピー ター ア クセ フス 機能 


発信 機 探索 機能 
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3. 操 作 を 解除 する に は 一 度 電源 を 切り 、 再 度 電 源 を 入れ て か ら キ ー ロ ッ ク を 
解除 し ます 。 


4. バ パッ テリ ー の リフ レッ シュ が 終了 する と 本 体 の 電源 は 自動 的 に 切れ ます 。 


/N 注意 
・ 標 準 付属 の EBP-63 や 別売 の EBP-684 は リチウム イオ ン バ ッ テリ ー パ ッ ク 
で 、 メ モリ ー 効 果 は 起き ませ ん 。 こ の 機能 を 使っ て リフ レッ シュ する 必要 は 
あり ませ ん 。 
・ リフ レッ シュ に か か る 時 間 は 、 バ ッ テ リ ー パ ッ ク 残 量 に 比例 し ます 。 完全 に 
充電 し た EBP-65 で は 、 リ フレ ッシュ に お よそ 7 時 間 か か り ま す 。 
・ 本 機能 が 動作 中 は 、 バ ッ ク ラ イト と キー が 点灯 し スピ ー カ ー か ら ノ イズ か 聞 
こえ ます 。 
・ 充 電 バ バッテリー パック を 長期 間 保 管 す る 場合 は 、 バ パ バッテリー リフ レッ シュ を 
行い 、 そ の 後 充電 を 完全 に し て か ら 保 管 し て くだ さい 。 ま た 、3 ヶ 月 に 一 度 
を 目安 に リフ レッ シュ と 満 充 電 を 行っ て くだ さい 。 


1.VFO/ メ モリ ー/ コ ー ル チャ ン ネ ルモード で 、 レ ビー ター アク セス 機能 を 適 
用 し た い チ ャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 


SQL 


ら .FUNC キ ー を 押し て 凡 点 灯 中 に し) キー を 押し ます 。 
レビ ー タ ー ア クセ ス 機 能 が 運用 周波 数 に 適用 され ます 。 


参考 : 
レビ ー タ ー ア クセ ス 機 能 で メモ リー に 登録 済み の 設定 は 、 周 波数 に 関係 な く 有 効 


で す 。VFO/ メ モリ ー/ コ ー ル チャ ン ネ ル そ ぞ それぞれ の モー ド で 登録 され た 設定 より 
も 、 レ ビー ター アク セス 機能 で 登録 され た 設定 が 優先 され ます 。 


特定 の 発信 機 の 信号 を 受信 し 、 そ の 信号 の 強 さ で 発信 機 まで の 距離 を 相対 的 に 推 
測 し て 探索 する 機能 で す 。 そ の 発信 機 の 信号 を 強く 受信 する ほど ビー プ 音 が 、 短 
い 間 隔 で 鳴り ます (S メ ー タ ー の 大 き さ に 応じ た 音 が 鳴り ます )。 フ ォ ッ クス ハン 
ティ ング な ど に お 使い くだ さい 。 


1 注意 
この 機能 は メモ リー モー ド と 連動 し ます 。 こ の 機能 を 使用 する に は 、 先 に メモ 
リー モー ド で 発信 機 探索 機能 用 メモ リー チャ ン ネ ル の 登録 を する 必要 が あり ま 
す 。 ( 「4.5.4 発信 機 探 機能 用 メモ チャ ン ネ ル の 登録 」 (@ ア ペー ジ ) ) 


7. 特 折 機 能 
VMC ユー 

1. (2 キー を 押し て メモ リー モー ド に 切り 替え ます 。 

8. ダイ ヤル を 回 し て 登録 済み の 発信 機 探索 機能 用 メモ リー チャ ン ネ ル を 選択 
し ます 。 


発信 機 探索 機能 が 設定 され ます (受信 ラン プ は 点灯 し ませ ん )。 

この 機能 を 設定 中 は 、 受 信 音 は 聞こ えま せん 。 

この 機能 が 設定 され る と 、 自 動 的 に 探索 音 が 鳴り 始め ます 。 た だ し 、 ト ー ン 
スケ ル チ 及 び DCS 設 定時 は 、 周 波数 ・ コ ー ド が 一 致し た 場合 の み 探索 音 が 鳴 
り ま す 。 


参考 : 

・ 発 信 機 が 近い 場合 や 発信 機 の 信号 が 強い 場合 は 、ATT( ア ッ テ ネ ー タ ー) 機 能 を 
ON に し て お 使い くだ さい (発信 機 探索 機能 動作 中 に セッ トモ ー ド に 入る と 、 メ 
ニュ ー17 番 アッ テ ネ ー タ ー 設 定 が 常に 最初 に 表示 され ます 。「7.1ATT( ア ッ テ 
ネー ター) 機 能 」 ( 叶 41 ペ ー ジ ))。 

・ キ ー ロ ッ ク 状 態 で も ATT( ア ッ テ ネ ー タ ー) 機 能 の 設定 は 可能 で す 。 た だ し 、 そ の 


他 の セッ トモ ー ド メニ ュー の 設定 は で きま せん 。 

・MONI キ ー を 押す こと で 受信 音 を 聞く こと が で きま す ( こ の と き 、 受 信 ラ ンプ が 
点灯 し ます )。 発信 機 に マイ ク が 装着 され て いる 場合 、MONI キ ー を 押す こと で 
発信 機 側 の 周囲 の 音 を 聞く こと が で きま す 。 

・ 発 信 機 探索 機能 よ は 、 通 常 の スケ ル チ 機 能 と は 無関係 に 動作 し ます 。 

・ 市 販 の 指向 性 アン テ ナ を 接続 する と 、 方 角 を 推測 する こと が で きま す 。 
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8. セッ トモ ー ド ー8. セ ッ ト モー ド 


8. セッ トモ ー ド セッ トモ ー ド の 設定 方 法 
本 機 で は 、 セ ッ ト モ ー ド を 使用 し て 色々 な 機能 を 用 途 や 好み に 合わ せ て 設定 1.FUNC キ ー を 2 秒間 以上 押し ます 。 
する こと が で きま す 。 ディ スプ レイ に セッ トモ ー ド の メニ ュー が 表示 され ます 。 
- 工場 出荷 時 の 状態 で は 、 デ ィ ス プレ イ に 「BS-ON」 が 表示 され ます 。 
セッ トモ ー ド 一 覧 


ら .MONI キ ー か が FUNC キ ー を 押し て メニ ュー を 選択 し ます 。 


以下 は 、 セ ッ ト モ ー ド で 設定 が 可能 な 機能 の 一 覧 で す 。 この 状態 で は 、 モ ニタ ー 機 能 は 動作 し ませ ん 。 
拓 初期 表示 機能 名 称 3. ダ イヤ ル を 回 し て 設定 内 容 を 変更 し ます 。 


01 BS-ON バッテリー セーブ の 設定 解除 
02 TIMER スキ ャ ンタ イプ (タイ マー ビジ ー) の 切替 
03 BEP-ON ビー ゴ 音 の 設定 解除 
04 1750 トー ンコ ー ル 周波 数 の 設定 和 
05 SFT「-OF クロ ッ ク シ フト の 設定 
06 BCLOF ビジ ー チ ャ ン ネ ル ロ ッ クア ウト の 設定 解除 
07 OFF TOT( タ イム アウ ト タ イ マー) 時 間 の 設定 解除 
08 TPOFF TOT( タ イム アウ ト タ イ マー) ペ ナル ティ 時 間 の 設定 解除 
09 STP-2O チャ ン ネ ルス テッ プ の 設定 
0 SFD-OF シフ ト 方 向 の 設定 解除 
1 0.600 オフ セッ ト 周 波数 の 設定 
TN-OFF トー ンス ケル チ の 設定 解除 


4.MONI キ ー 及 び FUNC キ ー 以 外 の キー を 押し て 設定 を 終了 し ます 。 
・ 次 回 セッ トモ ー ド に 入る と 、 前 回 操作 を 終了 し た セッ トメ ニュ ー が 表示 され ます 。 


セッ トモ ー ド で 設定 で きる 機能 
8.3.1 メニ ュー1 バッ テリ ー セ ー ブ の 設定 解除 
電池 の 無駄 な 消耗 を 防ぐ た め 、 キ ー 操 作 を し な い 状 態 や 信号 を 受信 し な い 状 
態 が 5 秒間 以上 続く と 一 定 の 比率 で 電源 を ON/OFF す る 機能 で す 。 
1. デ ィ ス プレ イ に 「BS-ON」 が 表示 され ます 。 
ら . ダ イヤ ル を 回 し 、 バ ッ テ リ ー セ ー ブ の ON/OFF を 切り 替え て 設定 し ます 。 
BS-ON 一 > BS-OFF 


ど 

3 885 トー ン 周 波数 の 設定 ・ 工 場 出荷 時 は ON に 設定 され て いま す 。 

4 DCS-OF DCS の 設定 解除 ・ 人 AE バッ テリ ー セ ー づ 動作 は 一 時 的 に 停止 

人 ・ パ ケッ ト 通 信 を 行う と き に は バッ テリ ー セ ー プ 機能 を OFF に し て くだ さい 。 

6  SKP-OF スキ ッ プ チャ ン ネ ル の 設定 解除 MONI 演 で ・ バ ッ テ リ ー セ ー プ ブ 機能 を OFF に し て も 、 デ ィ ス プレ イ の 表示 に 変化 は あ 
ATT-OF アッ テ ネ ー タ ー の 設定 ノ 解 除 6 り ませ ん 。 


バッ テリ ー 充 電機 能 の 設定 解除 
っ み 19 BAT-N| バッ テリ ー タ イプ の 設定 


OO 
の ) 
つど pr ーー スチ に EAICzmsksz2nnkr2K スー ニム ョ オォ ニ エト に ニブ や で RI に ュー ニス 
r 
〇 
レン 


8.3.2 メニ ュー ら 2 スキ ャ ンタ イプ (タイ マー ビジ ー) の 切替 


タイ マー スキ ャ ン と ビジ ー ス キャ ン を 切り 替え ます 。(「5.1 ス キャ ン 機 能 
( 叶 32 ペ ー ジ )) 


1. デ ィ ス プレ イ に 「TIMER」 が 表示 され ます 。 


ら . ダ イヤ ル を 回 し 、 ス キャ ンタ イプ の 「TIMER/BUSY」 を 切り 替え て 設定 し ます 。 
BS-ON 一 BS-OFF 
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8.3.3 メニ ュー3 ビー プ 音 の 設定 解除 
警告 ビー ブ 音 を 含む お すべ て の ビー プ 斉 の ON/OFF を 切り 替え ます 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「BEP-ON」 が 表示 され ます 。 


ら . ダ イヤ ル を 回 し 、 ビ ー プ 音 の ON/OFF を 切り 替え て 設定 し ます 。 
BEP-ON 一 - BEP-OF 


8.3.4 メニ ュー4 トー ンコ ー ル 周波 数 の 設定 
1. デ ィ ス プレ イ に 「1750」 が 表示 され ます 。 
ら . ダ イヤ ル を 回 し 、 トーン コー ル 周 波数 を 切り 替え て 選択 し ます 。 


1750 --> 2100 一 1000 一 1450 
| (単位 : Hz) 


8.3.5 メニ ュー5 ク ロッ クシ フト の 設定 


特定 の 周波 数 に お いて 常に か すか な ノイ ズ が 聞こ える 時 は 、 ク ロッ クノ イズ の 
可能 性 が あり ます 。 ク ロッ クノ イズ は 本 機 の 回 路 設計 上 さけ られ な いも の で 消 
去 す る こと は で きま せん が 、 本 機能 で は ノイ ズ を 他 の 周波 数 に 移す こと 
で 、 そ の 周波 数 で の 受信 が 快適 に か なり ます 。 


8 1. デ ィ ス プレ イ に 「SFT-OF」 が 表示 され ます 。 


ら . ダ イヤ ル を 回 し 、 ク ロッ クシ フト の ON/OFF を 切り 替え て 選択 し ます 。 
SDT-OF 一 > SDT-ON 


参考 : 
本 機能 は ノイ ズブ ラン カー と は 異な る 機能 で す 。 ま た 、 全 て の ノイ ズ が クロ ッ ク 


ノイ ズ に よる も の で は あり ませ ん の で 、 効 果 が な い 場合 も ちあ り ま せん 。 
8.3.6 メニ ュー6 ビ ジー チャ ン ネ ル ロ ッ クア ウト の 設定 解除 
PTT キ ー で の 送信 操作 を 制限 する 機能 で す 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「BCL-OF」 が 表示 され ます 。 
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ら . ダ イヤ ル を 回 し 、 ビ ジー チャ ン ネ ル ロ ッ クア ウト の ON/OFF を 切り 替え て 


選択 し ます 。 
BCL-OF > BCL-ON 


ビジ ー チ ャ ン ネ ル ロ ッ クア ウト が ON に 設定 され て いる と 、 次 の ①②④③ の 場合 
の み 送 信 が 可能 に な り 、 そ れ 以 外 の 条件 で は 送信 する こと が で きま せん 。 
送信 が 禁止 され て いる 状態 で PTT キ ー を 押す と アラ ー ム 音 が 鳴り ます 。 

① 信 号 が 入 感 し て いな い 場 合 。 (BUSY が 消灯 し て いる 状態) 

② ト ー ン スケ ル チ 設 定 状態 で トー ン が 一 致し て スケ ル チ が 開い た 場合 。 
⑨③DCS 設 定 状態 で コー ド が 一 致し て スケ ル チ が 開い た 場合 。 


8.3.7 メニ ュー フ 7 TOT( タ イム アウ ト タ イ マー) 時 間 の 設定 解除 
「5.6 タ イム アウ ト タ イ マー(TOT)」 (oW36 ペ ー ジ ) を 参照 くだ さい 。 


8.3.8 メニ ュー8TOT( タ イム アウ ト タ イ マー) ペ ナル ティ 時 間 の 設定 / 拓 除 
送信 が TOT 機 能 で 強制 的 に 終了 し た 場合 に 、 そ の 後 一 定時 間 送 信 を 禁止 する 
TOT ペ ナル ティ 時 間 を 設定 する 機能 で す 。 

1. デ ィ ス プレ イ に 「TP-OFF」 が 表示 され ます 。 


ら . ダ イヤ ル を 回 し 、TOT ペ ナル ティ 時 間 を 設定 し ます 。 


TP-OFF > TP-1 ーー ーー TP-4 ーー ーーー ーー TP-15 
| (単位 : 秒 


TOT ペ ナル ティ 時 間 中 は 送信 が 禁止 され ます 。 
・TOT ペ ナル ティ 時 間 中 に PTT キ ー を 押す と 警告 音 が 鳴り ます 。 


8.3.9 メニ ュー98 チャ ン ネ ルス テッ プ の 設定 
「4.4.2 チ ャ ン ネ ルス テッ プ 設 定 」(w 64 ページ) を 参照 くだ さい 。 


8.3.10 メニ ュー10 シ フト 方 向 の 設定 解除 
「4.4.3 シ フト 方 向 と オフ セッ ト 周 波数 の 設定 ] ( 層 24 ペ ー ジ ) を 参照 くだ さい 。 
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8.3.1 1 メニ ュー1 1 オフ セッ ト 周 波数 の 設 

「4.4.3 シ フト 方 向 と オフ セッ ト 周 波数 の 設定 」 ( 宮 ら 4 ペー ジ ) を 参照 くだ さい 。 
8.3.18 メニ ュー12 トー ンス ケル チ の 設定 解除 

「6.1.1 トー ンス ケル チ の 設定 ] ( 呈 37 ペ ー ジ ) を 参照 くだ さい 。 


8.3.13 メニ ュー13 トー ン 周 波数 の 設定 
「6.1.8 トー ン 周 波数 の 設定 ] (37 ペ ー ジ ) を 参照 くだ さい 。 


8.3.14 メニ ュー14DCS の 設定 解除 
「6.2.1DCS の 設定 ] ( 補 39 ペ ー ジ ) を 参照 くだ さい 。 


8.3.15 メニ ュー15APO( オ ー ト パ ワ ー オ フ ) の 設定 解除 
「5.5.1APO の 設定 」 ( 避 35 ペ ー ジ ) を 参照 くだ さい 。 


8.3.16 メニ ュー16 ス キッ プチ ャ ン ネ ル の 設定 解除 
「5.1.3 ス キッ プチ ャ ン ネ ル 設 定 」 ( 補 33 ペ ー ジ ) を 参照 くだ さい 。 


8.3.17 メニ ュー1 フ 7 アッテネータ ー の 設定 解除 
「7.1 ATT( ア ッ テ ネ ー タ ー) 機 能 」(w41 ペ ー ジ ) を 参照 くだ さい 。 


8.3.18 メニ ュー18 バ ッ テ リ ー 充 電機 能 の 設定 解除 
DC 電源 ジャ ッ ク を 使用 し 、 外 部 電源 や AC ア ダ プ ター を 利用 し て オプ ショ ン 
の ニッ ケル 水素 バッ テリ ー バ ッ ク を 充 宮 す る こと が で きま す 。 「CHG-ON] 
を 選択 し て 本 機能 を ON に し ます 。 
工場 出荷 時 は ON に 設定 され て いま す 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「CHG-ON」 が 表示 され ます 。 


ら . ダ イヤ ル を 回 し 、 充 電機 能 の ON/OFF を 選択 し ます 。 


3. 本 機能 を 正しく お 使い いた だ く た め に 、 必 ず 「8.3.19 バ ッ テ リ ー タ イプ 
の 設定 」 (iw 49 ペ ー ジ ) を お 読み くだ さい 。 
OHG-ON 一 OHG-OF 


8. セット モー ド 


参考 : 
・ 乾 電池 の 漏 液 や 、 乾 電池 お よび 乾電池 ケー ス の 発熱 や 破裂 の 恐 れ が あり ます の 
で 、 乾 電池 使用 中 は 充電 機能 を 必ず OFF に し て くだ さい 。 
寺 機 能 が ON の 間 は 、 バ ッ テ リ ー パ ッ ク を 接続 し こい な い 状 態 や 電池 残 量 が 使用 


可能 範囲 を 下回っ て いる 場合 で あっ て も 、 ア ダ プ ター や DC ケー ブル な どの DC 電源 
に 本 機 を 接続 する だ け で 、 本 機 の 電源 は 自動 的 に DN に な り ま す ( 電 源 ス イッ チ の 操 
作 不要 )。 し た が っ て 、 バ パ バッテリー パッ ク を は ず し た まま に し て いる と 本 体育 面 の 
充電 端子 を 誤っ て ショ ー ト させ る 危険 が あり ます の で 、 取 り 扱い に は ご 注意 くだ さ 
い 。 


8.3.19 メニ ュー19 バ パッ テリ ー タ イプ の 設 


正確 な 電池 残 時 アイ コン を 表示 し 、DC 電 源 ジ ャ ッ ク を 使用 し た 充電 を 可能 に 
する に は 、 ニ ッ ケ ル 水 素 バ ッ テ リ ー パ ッ ク 、 リ チ ウ ムイ オン バッ テリ ー パ ッ 
ク 、 ア ルカ リ 乾 電池 の 3 種類 か ら 、 適 切な 種類 の 電池 タイ プ を 選択 し ます 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「BAT-NI」 が 表示 され ます 。 


ら . ダ イヤ ル を 回 し 、 ニ ッ ケ ル 水 素 バ ッ テ リ ー パ ッ ク 「BAT-NI] 、 リ チ ウ ムイ 
オン バッ テリ ー パ ッ ク 「BAT-LI] 、 ア ルカ リ 乾 電池 「BAT-AL」 の 3 種類 か 
ら 、 適 切な も の を 選択 し ます 。 


BATNI BATLI BATAL 
(ニッ ケル 水素 ) 一 - (リチウム イオ ン ) 一 > (アル カリ 乾電池 ) 


参考 : 
電池 の 種類 の 設定 を 適切 に 行っ て くだ さい 。「BAT-LI] また は 「BAT-AL」 が 選択 


され て いる 場合 は 、 前 述 し た 充電 機能 よ お 使い に な れ ま せん 。 


・ 下 記 の 「 セ ッ ト モ ー ド 一 覧 表 」 を 切り と っ て ご 使用 くだ さい 。 


1 締 1 
1 勤 1 
1 際 1 
1 志 札 I 
1 補 内 所 現 議 1 
) 半 還 製品 較 押 思 。 届き 鐘 軸 ! 
1 材 抑 ドレ 坦 @ 誤 刻 弓 Sm』 
前 代 食 。 典 前 S で 志 駅 療 S 団 R 8 玄 RI! 
r 購 所 。。 思 KK ふ 諾 由衣 貸 性 NR へ | 貞 て 
| pp ヾ ぐ 正 ミ 慌 人 へ 革 でき KSG 軸 壮 選 | + 己 尽 
リッ | 必 本 | 人 エキ お 玉 き 豆 そ ド 所 届 中 1 | | ! 
し て エネ へ 交 SS 中 は わあ 捉 KK 皿 合 三 N KK ささ 
rr | 記 キ hh SN SS 1 ざた に AA な SA SA 8 て SS ポ hk KmI 
牧 .I の 1 キ NN h い 9 | 牝 5 の 
』 由 う 1 コ 公 さぶ ら | 1 う ぷ ぶ 』 
ェ テ テニ ペロ テテ S 当 や ビ い の R テロ KR KR ママ マト 
15 エー し ヒ 2。 
( 層 る 呈 誤 中 - 旨 側 名 和 人 の 人 吉 二 』 
(や る 細 9 g SG は 言 Wigg 加 時 ら g 世に ・ 
1 の の 和み 店 みつ に エコ ひ の どの で の あの の で 8 な 呈 み 生む あせ その あの 合 
1 人 所 ココ 避 ざ 記 @ 記 の og.* 
1 ー Qa の ママ の OO ド oO の 1 
1 1 †1 』 
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9. クロ ー ン 機能 ・ バ ケッ ト 通 信 
クロ ー ン 機能 


クロ ー ン 機能 と は 、 ら 台 の 無線 機 を ケー ブル で 接続 し 、 送 り 側 と な る 無線 機 の 
メモ リー デー タ お よび 名 種 設定 を 受け 側 の 無線 機 に 転送 し て コピー する 機能 
で す 。 


9.1.1 接続 方 法 


・ ケ ー ブ ル の 接続 は 、 必 ず 両 機 の 電源 を OFF に し た 状態 で 行っ て くだ さい 。 
・ 図 の 様 に 、 送 り 側 と 受け 側 の 外部 MIC/SP 端 子 を オプ ショ ン の クロ ー ン ケー 
ブル (EDS-1 1) で 接続 し て か ら 、 両 機 の 電源 を ON に し ます 。 


送り 側 受け 側 
無線 機 の MIC/SP 端 子 へ 接続 無線 機 の MIC/SP 端 子 へ 接続 
に 1 
(el mm mm 還 証 還 証 mm 伯 証 証 較 mm m mi6) 
{ ] 


* 両機 の MIC/SP 端 子 に ケー ブル の プラ グ を し っ か り と ね じ 込 ん で くだ さい 。 


9.1.2 デー タ を 送る 側 プ 受け取 る 側 共通 の 操作 
MONI キ ー を 押し な が ら PTT キ ー を 9 回 押し ます 。 
ディ スプ レイ に 「CLONE」 が 表示 され 、 両 機 
が クロ ー ン モー ド に な り ま す 。 
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9.1.3 デー タ を 送る 側 の 操作 


1. ク ロー ン モ ー ド で PTT キ ー を 押し ます 。 デ ィ 
スプ レイ に 「SD ***」 が 表示 され 、 デ 
ー タ の 転送 が 開始 され ます 。 


ら . 転 送 が 完了 する と 、「PASS」 と 表示 され ます 。 


3. 本 体 の 電源 を OFF に し ます 。 別 の 無線 機 で も 
クロ ー ン 操作 を 行う 場合 は 、 同 様 の 手順 を 繰 
り 返し ます 。 


ディ スプ レイ の 「SD ***」、 [COMERRI な どの 表示 が 動か の なくなっ た 場合 は 、 デ 
ー タ の 転居 は 失敗 で す 。 次 の [注意 ] を お 読み に な り 、 再度 手順 を 繰り 返し て くだ さい 。 


/N 注意 
デー タ の 転送 に 失敗 し た 場合 は 、 受 け 側 の 無線 機 の 電源 を OFF に し て 、 オ ー ル リセ 
ッ ト (mss54 ペ ー ジ ) し て か ら 電 源 を ON に し 、 その 後 再度 手順 を 繰り 返し て くだ さい 。 
その まま 受け 側 の 無線 機 を 使用 する と 誤 作 動 す る 場合 が あり ます の で 、 デ ー タ 転送 
を 再度 行わ な い 場 合 で あっ て も 受け 側 の 無線 機 は オー ルリ セッ ト し て くだ さい 。 


9.1.4 デー タ を 受け 取る 側 の 操作 


1. 送 信 側 か ら デ ー タ が 送ら れ て くる と ディ スプ 
レイ に 「LD ***」| が 表示 され 、 デ ー タ の 
転送 が 開始 され ます 。 


ら . 転 送 が 完了 する と 、「PASS」 と 表示 され ます 。 


3. ク ロー ン 操 作 が 終了 し た ら 、(②①) を 押し て 本 体 
の 電源 を OFF に し 、 ケ ー ブ ル を 抜き ます 。 別 
の 無線 機 で も クロ ー ン 操作 を 行う 場合 は 、 同 
様 の 手順 を 繰り 返し ます 。 


注意 
・ デ ー タ 転送 中 は ケー ブル を 抜か な いで くだ さい 。 ケ ー ブ ル が 抜け る と 、 送 信 
側 の ディ スプ レイ に 「COMERR」 と 表示 され 、 デ ー タ 転送 が 中 断 さ れ ま す 。 
・ ク ロー ン 機 能 を 使用 し て デー タ を 転送 する と 、 受 け 側 の デー タ 内 容 は すべ て 
送り 側 の デー タ 内 容 に 置き 換わり ます 。 
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葉 影 福 バケ ッ ト 通 信 
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9.g.1 


パケ ッ ト 通 信 と は 、 パ ソコ ン と TNC( オ プシ ョ ン ) を 使用 し て 送受 信 の 操作 を 

する デー タ 通 信 の ひと つ で す 。 

バケ ッ ト 通 信 の 接続 

本 機 で パケ ッ ト 通 信 す る と き は 、 下 図 を 参照 し 次 の よう に 接続 し こく だ さい 。 

オプ ショ ン の EDS-14 MIC/SP プ ラグ 変換 ケー ブル を 本 機 上 部 の MIC/SP 端 

子 に 接続 し 、 パ ケッ ト 通 信用 TNC( 別 売り 付属 装置 : TerminalINode 

Controller) を EDS- 14 の SP 端 子 (3.5 み の プ ラグ 使用 )、 お よび MIC 端 子 (6.5 の 

プラ グ 使 用 ) に 接続 し ます 。 

・ 入 力 レ ベル の 調節 : 本 機 に は マイ ク お よび スピ ー カ ー レ ベル を 調節 する 機 
能 は あり ませ ん 。TNC 側 で レベ ル を 調節 し て くだ さい 。 

・ 出 力 レ ベル の 調節 : MIC/SP 端 子 か ら の 出力 レベ ル は 本 体側 の 音声 出力 
( てい キー) で 調節 し て くだ さい 。 


NAME 


TNC( オ プシ ョ ン ) 


DJ-S 1 7/47 EDS-14 プ ラグ 


5.0VーAAA-Oー 一 
SP Oー ハ 
MIC ーー-C 〇 ーーー へ 
GND 


* 内 部 の 5V ラ イン か ら 1000 の 抵抗 を 通し て 電圧 が 供給 され ます 。 


/N 注意 
・TNC と パソ コン な ど と の 接続 方 法 は 、TNC の 取扱 説明 書 に し た が っ て くだ さい 。 
本 機 、TNC、 パ ソコ ン と の 距離 が 近 す ぎる と ノイ ズ を 受け る こと が あり ます 。 
・ パ ケッ ト 通 信 を 行う と き キ に は バッ テリ ー セ ー ブ プ 機 能 を OFF に し て くだ さい 。 
・1 ら 00bps 以 下 で ご 使用 くだ さい 。 
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9. クロ ー ン 機能 ・ パ ケッ ト 通 信 


馬 哨 目下 障 と お 考え に な る 前 に 


次 の よう な 症状 は 故 了 議 で は あり ませ ん の で 、 よ く お 確 か め に な っ て くだ さい 。 処置 を 
し て も 実 常 が 続く と き は 、 リ セッ ト を する こと で 症状 が 回 復 する 場合 が あり ます 。 
定 プ ログ ラム ・CPU 関 連 の 問題 は 、 リ セッ ト を する こと で 回 復 する 場合 が 多い で す 。 


三 ル 


に に 4 


症 状 原 処 置 
電源 を 入れ て も 、 デ ィ | バッ テリ ー パ ッ ク が 接触 不良 を | バッテリー パッ ク の 端子 の 汚れ な 
スプ レイ に は 何 も 表示 [お こし て いる 。 ご ど を 取り 除く 。 
され な い 。 電池 が 消耗 し て いる 。 充電 を お こ な う 。 


電源 ス イッ チ を 離す の が 早 す ぎる 。 


電源 スイ ッ チ を 少し 長め に 押す 。 


スピ ー カ ー か が ら 音 が 


音量 が 低 す ぎる 。 


適切 な 音量 に 設定 する 。 


出 な い 。 スケ ル チ レ ベル が 高 す ぎる 。 | 適切 な スケ ル チ に 設定 する 。 
受信 音 が キャ ッ チ で き | トー ンス ケル チ が 働い て いる 。 | トー ンス ケル チ を 解除 する 。 (m*P37) 
な い 。 DCS が 働い て いる 。 DCS を 解除 する 。 ( 叶 P398) 

PTT キ ー が 押さ れ 、 送 信 状 態 に IPTT キ ー を 離す 。 

な っ て いる 。 
周波 数 表示 が 異常 に [CPU が 誤 作 動 し て いる 。 リセ ッ ト す る 。 


減 し た り 消 えた りす る 。 


な っ て いる 。 チャ ン ネ ルネ ー ム が 設定 され て | 「5.4 チ ャ ン ネ ルネ ー ム 機能 
いる 。 (mwP34 )」 を 参照 し こく だ さい 。 

スキ ャ ン が で き な い 。| ス ケル チ が 開い て いる 。 ケル チ を 雑音 の 消え る 値 に 設定 

する 。 

周波 数 、 メ モリ ー チ ャ | キー ロッ ク が 設定 され て いる 。 | キー ロッ ク の 設定 を 解除 する 。 

ン ネ ル No. が 切り 替 わ |」 コ ー ル チャンネル モー ド に な っ | VFO モ ー ド 、 ま た は メモ リー モー ド 

ら な い 。 て いる 。 に 切り 替え る 。 

キー に よる 操作 が で | キー ロッ ク が 設定 され て いる 。 | キー ロッ ク の 設定 を 解除 する 。 

き な い 。 ( 叶 P34) 

レビ ー タ ー ア クセ ス 機 | レビ ー タ ー を 使う た め の 設 定 が | レビ ー タ ー の 設定 を 確認 する 。 

能 が 使用 で き な い 。 | 間違っ て いる 。 ( 叶 P28) 

送信 が で き な い 。 電池 が 消耗 し て いる 。 充電 を お こ な う 。 

送信 する と 、 表 示 が 点 乾電池 の 時 は 交換 する 。 


送信 が で き な い 。 
送信 し て も 応答 が 無い 。 


PTT キ ー が 確実 に 押さ れ て い 
な い 。 


PTT キ ー を 押し て TX/RHX ラ ンプ 


を 赤く 点灯 させ て か ら 送 信 す る 。 


オフ バン ド に な っ て いる 。 (シフ 
設定 時 ) 


送信 周波 数 の 男 囲 内 で 送信 する 。 


周波 数 が 違っ て いる 。 


相手 局 の 周波 数 と 正しく 合わ せる 。 


受信 中 に 表示 が 点 減 
し た り 消 えた りす る 。 


* DC 電源 ジャ ッ ク キ ャ ッ プ な どの 防水 バー ツ は 消耗 品 で ある こと に 注意 し て 
くだ さい 。 メ ー カ ー に よる IPX7 等 級 の 防水 性 能 の 保 
扱 説明 書 で は 解決 で き な い こと に つい て サポ ー ト が 必要 な 場合 は 、 お 
い 上 取 げ の 販売 店 に お 問い 合わ せく だ さい 。 最 寄 


電池 が 消耗 し て いる 。 


充電 を お こ な う 。 


Alinco.Co.jp の 「 販 売店 の ご 案内 」 メニ ュー を ご 利用 くだ さい 。 


証 期間 は 1 年間 で す 。 


買 
の 販売 店 の 検索 に は 、 
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| 102 2 記 


10.2.1 バー トリ セッ ト 


馬具 主 オプ ショ ン 一 覧 


田 専用 オプ ショ ン ( ス ペア 用 を 含む ) 
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5 ・EBP-63 リチウム イオ ン 充 電池 パッ ク (7.4V1 100mA) 
ー の 登録 内 容 ヽ ミル ロコ 明 出 荷 上 2 
0 の 登録 内 容 は 保持 し 、 そ れ 以 外 の 各種 設定 が 全て 工場 出荷 時 の 初期 .EBP-64 リチウム イオ ン 充 電池 パッ ク (7.4V1600mA) 
値 に 戻り ます 。 - _ ・ EBP-65 ニッ ケル 水素 充電 池 バ ッ ク (7.2V700mA) 
操作 が 分 か ら な く な っ た 、 動 作 が お か し い 、 と いう と き に 使い ます 。 . EBP-66 ニッ ケル 水素 充電 池 パ ッ ク (7.2V ら 000mA) 
1.FUNC キ ー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 ・EDC-143J スタ ン ド 型 充電 器 セ ッ ト ( ニ ッ ケ ル 水 素 専 用 ) 
・EDC-143R 連結 用 充電 スタ ンド (ニッ ケル 水素 専用 ) 
ら 6. ディ スプ レイ に 全て の セグ メン ト が 表示 され た ら 、 キ ー を 離し ます 。2 ら 秒 ・EDC-144A スタ ンド 型 提 速 充電 器 セ ッ ト 
間 デ ィ ス プレ イ か ら 全 て の セグ メン ト が 消え た 後 、 再 び 表 示さ れ ま す 。 ・EDC-144R 連結 用 部 速 充 電 ス タン ド 
初期 状態 の VFO モ ー ド に な り ま す 。 ・EDC-145 AC ア ダ プ ター( ニ ッ ケ ル 水 素 充 電 専 用 ) 
・EDH-34 乾電池 ケー スズ ス (防水 で は 有り ませ ん ) 
間 1 いり 
0 ボール ME -EMS-68 スピ ー カ ー マ イ ク ( 防 水 プラ グ ) 
メモ リー 及び 各種 設定 が 全て 工場 出荷 時 の 初期 値 に 戻り ます 。 ・EME-32A イヤ ホン マイ ク ( ヘ へ ビー デュ ー テ ィ : 防水 プラ グ ) 
意図 的 に メモ リー 内 容 や 設定 を 全て 初期 化し た いと きだ け に 使い ます 。 ・EDS-14 MIC/SP プ ラグ 変換 ケー ブル 
WMC ・ESC-4 1 ソフ ト ケ ー ス 
1.FUNC キ ー お を 同時 に 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 ・EDS-1 1 クロ ー ン ケー ブル 
ら 6. ディ スプ レイ に 全て の セグ メン ト が 表示 され た ら 、 キ ー を 離し ます 。2 ら 秒 圏 汎用 オプ ショ ン 
間 デ ィ ス プレ イ か ら 全 て の セグ メン ト が 消え た 後 、 再 び 表 示さ れ ま す 。 ・EDC-36 12V 車 用 シガー プラ グ ( フ ィ ル ター 付 ) 
初期 状態 の VFO モ ー ド に な り ま す 。 ・EDC-37 DC ケー ブル 
工場 出荷 時 の 初期 値 人 ム RS 
DJ-S1 フ DJ-S47 注意 の 
VFO 周 波数 145.000MHz 433.000MHz ・ 外 部 DC ケー ブル 類 を 使用 する と き は 、 電 源 を 入れ る 前 に 本 機 に 接続 し こく だ さ 
CALL 周 波数 145.000MHz 433.000MHz い 。 
メモ リー チャ ン ネ / 数 0 一 199ch Blank 0 一 199och Blank ・ リ チ ウ ムイ オン / ニ ッ ケ ル 水 素 充 電池 パッ ク 以 外 の オプ ショ ン 品 は すべ て 防水 
DI メモ リー|0 一 8oh Blan 0-8oh Blan 加工 され て いま せん 。 防水 プラ グ の 付い た マイ ク 類 で も 、 マ イク ユニ ッ ト 部 
ヤン ネネ < 回 症 の た ショ ン 品 を 、 温 気 周 境 
チャ ン ネ ルス テッ プ 本 縛 隊 還 5 McA2 防水 機能 の な い オ プシ ョ ン 品 を 、 湿 気 の 多い 環境 
シフ ト 設 定 None One ASS 
オフ セッ ト 周 波数 O.6MHz 5MHz ッ 間 AIOIWANCI2S ご 
トー ンス ケル チ 設 定 None One き 、 耳 に 静電気 ショ ッ ク を 感じ る こと が あり ます 。 ド アノ ブ に 触れ て 感じ る 
トー ン 周 波数 88.5Hz 88.5Hz こと が ある ショ ッ ク と 同じ で 、 漏 電 の よう な 異常 で は あり ませ ん 。 
DCS 設 定 None One 
DCS コ ー ド 0253 053 
送信 出力 Low Low 
キー ロッ ク of of 参考 : 
タイ ム ア ウ ト タ イ マー off off ・ ベ ルト クリ ッ プ 、 ス トラ ッ プ 、 ア ン テ ナ も スペ ア 部 品 と し て お 求め 頂け ます 。 
オー ト パ ワ ー オ フ of of 販売 店 に ご 相談 くだ さい 。 
当時 設定 0 0 ・EBP-63、64、65、66 は 、 本 体 に 正しい 方 法 で 接続 され た 場合 に の み IPX フ 
スケ ル チ レ ベル 譜 定 0 O 等 級 の 防水 機能 が 働き ます 。 
レビ ピー ター シフ ト 
レビ ピー ター オフ セッ ト 周 小数 0 6MHz 5MHz 
レビ ー タ ー ト ー ン 設定 88.5Hz 88.5Hz 
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ここ か ら は 、 別 売 オ プシ ョ ン ・ ア クセ サリ ー の 使用 方 法 を 説明 し ます 。 
オプ ショ ン に は 説明 書 を 添え て いま せん の で 、 将 来 オ プシ ョ ン を お 使 


い に な る 時 の た め に も 本 書 を 必ず 保管 し て くだ さい 。 


10.3.1 MIC/SP( マ イク ンプ スピーカー) プラ グ 変 換 ケ ー ブ ル (EDS-14) 


1. ア ン テ ナ を 外し ます 。 
ら . 本 機 の 電源 を 切り ます 。 


3. プ ラグ を 時 計 方 向 ( 石 ) に 回 し ます 。 回 転 が 止 
まっ た ら 、 プ ラグ を 確実 に 取り 付け た こと を 
確認 し ます 。 

4.MIC/SP ケ ー ブ ル を それ ぞ れ の ジャ ッ ク に 接 
続 し ます 。 


5. ア ン テ ナ を 接続 し ます 。 


/N 注意 
・ 本 機 を 上 下 逆さ ま に 持ち 、 ケ ー ブ ル を 下 に ぶら 下げ た 状態 で プラ グ を 取り 付け 
る と ケー ブル が 絡ま り に くい の で す が 、 手 を 滑ら せ て 本 機 を 落と す 危 険 が あり 
ます 。 落下 に よる 故障 は 保証 の 対象 外 と な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 
・ プ ラグ を 無理 に 締め つけ る と プラ グ の 故障 の 原因 に な り ま す 。 ペ ンチ の よう 
な 人 道具 を 使っ て 締め た り 緩 め た りす る こと は 絶対 に お や めく だ さい 。 


参考 : 


・EDS-14 を 使用 する と 「2.5mm+3.5mm2 ピ ンタ イプ | オプ ショ ン が 接続 可能 
で す 。 


/N 注意 バッ テリ ー バ ッ ク と 充電 器 に つい て 
・ 本 製品 に は 性 質 が 異な る リチウム イオ ン バ パ バッテリー パッ ク と 、 ニ ッ ケ ル 水 素 
バッ テリ ー パ ッ ク が お 使い に な れ ま す 。 性質 が 違う と 充電 方 法 が 異な る た め 、 
仕様 に 合っ た も の を お 使い いた だ く 必 要 が あり ます 。 バ パ バッテリ ー パ ッ ク や 充電 
器 の スペ ア を お 求め の 際 は 、 お 使い の アク セ サ リ ー の 品番 を よく お 確か めのう 
え 、 ご 注文 くだ さい 。 
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10.3.2 パ バッテリー パッ ク 
バッ テリ ー パ ッ ク は 出荷 時 に は 充分 に 充電 され て お り ま せん 。 お 買い 上 げ 後 
に フル 充電 し て か ら ご 使用 くだ さい 。 


圏 使用 可能 な バッ テリ ー パ ッ ク 
EBP-83 リチウム イオ ン バ ッ テリ ー パ ッ ク (DC 7.4V 1100mAh) 
EBP-64 リチウム イオ ン バ ッ テリ ー パ ッ ク (DC 7.4V 1600mAh) 
EBP-65 ニッ ケル 水素 バッ テリ ー パ ッ ク (DC 7.2V 700mAh) 
EBP-66 _ ニッ ケル 水素 バッ テリ ー パ ッ ク (DC 7.2V 2000mAh) 


國 バッ テリ ー パ ッ ク の 充電 方 法 


バッ テリ ー パ ッ ク と 充電 器 の 適切 な 組み 合わ せ に つい て は 、 下 図 を 参照 し て 
くだ さい 。 〇 が つい て いる 組み 合わ せ が 使用 で きま す 。( 約 一 時 間 ) は 、 空 の 
バッ テリ ー パ ッ ク を フル に 充電 する の に 必要 な 時 間 を 示し ます 。 


リチウム イオ ン バ ッ テリ ー パ ッ ク | ニッ ケル 水素 バッ テリ ー バ パック 
EBP-63 EBP-64 EBP-65 _ |EBP-66 


NN リー 


EDC-143 スタ ンド 型 充電 回 セッ ト 


〇 約 10 時 間 ) | 〇 ( 約 14 拓 間 ) 


EDC-144 スタ ンド 型 急 速 充 電器 セッ ト | 〇 ( 約 ら 時 間 ) | 〇 ( 約 3 時間 ) | 〇 ( 約 1.5 肝 間 )| 〇 ( 約 3.5 馬 ) 


EDC-145 AC ア ダ プ ター 


〇 ( 約 10 時 間 ) | 〇 的 30 時 間 ) 


10.3.3 充電 器 の 使用 方 法 


3 


〇 お 使い の 充電 器 の 品番 を お 確か めく だ さい 。 
・ 初 め て お 使い に な る 前 に 、 シ ョ ー ト 防止 の た め に 絶縁 シー ト で ネジ 取り 付け 
口 を 覆っ て くだ さい 。 手順 に つい て は 、60 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 
・ 本 書 の 「 警 告 」 (4 ペ ー ジ ) と 、 付 属 品 の 取扱 説明 書 の 安全 上 の 注意 を ご 使 
用 の 前 に お 読み くだ さい 。 
・ バ ッ テ リ ー パ ッ ク を 充電 スタ ンド (EDC143/144) で 充電 する 時 は 、 充 電設 
定 が [CHG-0F] で も 充電 で きま す 。 
・ 充 電器 は 充電 専用 で す 。 卓 上 スタ ンド 代わ り に 使用 し な いで くだ さい 。 


以下 の 製品 が 付属 品 の 中 に 入っ て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 


衣 品 


DC-144A: EDC-144 ス タン ド 、AC ア ダブ プター (AC 100V) 、 絶 縁 シ 


ー ト 


DC-144R: EDC-144 ス タン ド 、 接 続 ケ ー ブ ル 、 絶 緑 シ ー ト 、 ネ ジ ら 本 、 


接続 ステ ー 
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・EDC-143J: E 


呈 


DC-143R: E 


接続 ステ ー 
較 EDC- 144A/EDC- 143J に よる 充電 方 法 


DC-143 ス タン ド 、AC ア ダ プ ター(AC 100V)、 
絶縁 シー ト 
DC-143 ス タン ド 、 接 続 ケ ー ブ ル 、 絶 緑 シー ト 、 ネ ジ ら 本 、 


1.AC ア ダ プ ター プラ グ を 、 ス タン ド 背 面 の DO- 
IN ジャ ッ ク に 接続 し ます 。 


*AC ア ダ プ ター の 


合 が あり ます 。 


ら . ア ダブ プター を コン セン ト に 接続 し 


形 は 仕様 に よっ て 異な る 場 


ます 。 


d. 調 整 プ レー ト の 


端 を 指 で # 
テリ ー パ ッ ク の 大 き さ に 合う 


さえ た まま 、 バ ッ 
スタ ンド の 溝 に 調 


整 プ レー ト を 取り 付け 8 
C) が 一 致す る よう に 調整 プ 


ます )。 プ レー ト 
と 押し こみ ます 。 


た す (左右 の 文字 (A、B、 


レー ト を 取り 付け 


よ ょ スタ ンド の 底 8 


まで し っ か り 


調整 プレ ー ト の 位置 を 変え る こと で 、 充 電 で き 
る バッ テリ ー の 種類 を 変え る こと が で きま す 。 


AC ア ダ プ ター* 


調整 プレ ー ト の 取り 付け 位置 


充電 する 場合 


充電 する 場合 


EBP-64 の み を 差し 込ん で 


EBP-64 を 本 体 に 取り 付け 


EBP-63/65 の み を 差し 込ん 
で 充電 する 場合 


EBP-63/65 を 本 体 に 取り 付 
け て 充電 する 場合 


EBP-56 の み を 差し 込ん で 
充電 する 場合 


EBP-66 を 本 体 に 取り 付け て 
充電 する 場合 


NN 後 (無線 


機 、 バ ッ テ リ ー 側 ) ノ ] 
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10. 保 守 ・ 参 考 


4. 図 の よう に スタ ンド に バッ テリ ー パ ッ ク を 取 
り 付 け ま す 。 充電 中 は 電源 を 切り ます 。 ( 図 は 、 
バッ テリ ー パ ッ ク を 本 体 に 取り 付け た まま 充 
電 す る 場合 の も の で す 。 本 体 か ら 取 り 外 し て 
バッ テリ ー パ ッ ク の み を スタ ンド に 入れ る こ 
と も で きま す 。) 


スタ ンド の ラン プ が 赤色 に 点灯 し 、 充 電 が 始 
まり ます 。 


EDC-144 の 場合 
5. 充 電 が 完了 する と 、 ラ ンプ が 消灯 し ます 。 
を 取り 外し ます 。 


EDC-143 の 場合 

5.EBP-65 は 約 10 時 間 、EBP-66 は 約 14 時 間 で 充電 する こと が で きま す 。 
充電 時 間 の 経過 後 、 ス タン ド か ら バ パ バッテリー パッ ク を 取り 外し ます 。 
スタ ンド に バッ テリ ー パ ッ ク が 取り 付け られ て いる 間 は 、 
充電 が 完了 し て いる か どう か に か か わら ず ラ ンプ は 赤色 に 点灯 し た まま で す 。 


タン ド か ら バ ッ テ リ ー パ ッ ク 


参考 : 
・ ニ ッ ケ ル 水 素 バ ッ テ リ ー パ ッ ク を 繰り 返し て 継ぎ 足し 充電 し て いる と 、 完 全 な 充 
電 が 行わ れ な い 「 メ モリ ー 効 果 」 と 呼ば れる 状態 が 起こ る 可能 性 が あり ます 。 「 メ 


モリ ー 効 果 」 を 防ぐ た め に は 、 バ ッ テ リ ー パ ッ ク の 電力 を 完全 に 消費 し て か ら 充 電 
を 完全 に 行う よう に し て くだ さい 。 残 り の 電力 を リフ レッ シュ (放電 ) す る に は バッ テ 
リー リフ レッ シュ 機能 が 役立ち ます 。 

(「7.2 バッ テリ ー リ フレ ッシュ 機能 」 (mw41 ペ ー ジ )) 


EDC-144 の 仕様 


EBP-63 EBP-64 EBP-65 EBP-66 
入力 電圧 DC 18.0V 700mA 
使用 温度 範囲 |0C-+40C (32Fー+104F) 
充電 電流 600mA 
バッ テリ ー 容 量 [DC 74V 1100mAh [DC74V 1600mAh [DC 72V 700mAh [DC 78V 000mAh 
充電 時 間 約 ら 時 間 約 3 時 間 約 1.5 時 間 約 3.5 時 間 
アラ ー ム 機能 a 異常 電圧 検出 (ラン プ 点 減 ) 
EDC-143 の 仕様 

EBP-65 EBP-66 

入力 電圧 DC 18.0V 150mA 
使用 温度 男 囲 |0C-+40C+38F104F) 
充電 電流 20mA 140mA 
バッ テリ ー 容 量 [DC 7.2V 700mAh DC 7.8V 8000mAh 
充電 時 間 約 10 時 間 約 14 時 間 
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田 追加 スタ ンド を 接続 する (EDC-143R/144R) 


EDC- 143R/ 144R を 使用 する に は 、 そ れ ぞ れ 1A/5A 以 上 の オプ ショ ン の 重 9 SN 生生 
源 (IEC/EN 60950 規 格 ) が 必要 で す 。 AP の 5 
DC ケー ブル は 製品 に 含ま れ て いま せん の で 、AWG80 相 当 1 メ ー ト ル (3 フ ィ 0 RMORRO32 計 2 
ー ト ) 以 下 の ワ イヤ を お 買い 求め くだ さい 。 昌 


1. 電 源 の 出力 電圧 が DC12.0V で ある こと を 確認 し て くだ さい 。 


らら. スタ ンド の 端子 同士 を 、 付 属 の 接続 ケー ブル 
で 接続 し ます 。 ケ ー ブ ル ( 赤 ) は 十 の 端子 に 、 
ケー ブル ( 黒 ) は ー の 端子 に 接続 し ます 。 
同様 の 方 法 で 、 追 加 の スタ ンド を 最高 5 個 
で 接続 で きま す 。 


較 DC 電源 ジャ ッ ク に よる バッ テリ ー パ ッ ク の 充電 方 法 
本 機 は 、 オ プシ ョ ン の EDC- 145AC ア ダ プ ター や DC 電源 (DC 12V、1A 以 


_- た 上 : IEC/EN60950 規 格 ) を 使用 し 、 本 体 の DC 電源 ジャ ッ ク を 通し て 、 オ プ 
各 ンド の 端子 に 、 端 ー ブ 、 還 
た の 2 LA ショ ン の EBP-65 お よび オプ ショ ン の EBP-66 ニ ッ ケル 水素 バッ テリ ー パ ッ 
2 本 ク を 充電 で きま す 。 
* こ の DC ケー ブル は 、 本 製品 に 含ま れ て いま 電源 に 接続 
せん 。 / /N 注 意 


リチウム イオ ン バ ッ テリ ー パ ッ ク EBP-63/64 は この 方 法 で は 充電 で きま せん 。 


1].「2.1.4 バッ テリ ー パ ッ ク 」 ( 叶 13 ペ ー ジ ) を 参照 し て し 、 バ ッ テ リ ー パ ッ ク 
を 取り 付け ます 。 


4. シ ョ ー ト 防止 の た め 、 接 続 ステ ー と 絶縁 シー 2.AC ア ダブ プター プラ グ を 本 機 の DC ジャ ッ ク に | Ac ァ タ フタ ー* ー、。 | 
ト で 各 端 子 を 覆い ます 。 接続 し 、 充 電器 の アダ プター を コン セン ト に 

絶 緑 シー ト * 差し 込み ます 。 

* 図 の AC ア ダ プ ター は 、 同 梱 の AC ア ダブ タ | AcC ア ダ プ ター 

と 形 が 異な る 場合 が あり ます 。 0 


3. 本 体 の 電源 を 入れ 、 以 下 の 手順 で バッ テリ ー 
タイ プ の 設定 お よび バッ テリ ー 充 電機 能 の 設 
定 を 行い ます 。 
① 「8.3.19 メニ ュー19 バッ テリ ー タ イプ の 設定 ] ( 叶 493 ペ ー ジ ) を 参照 
し 、 バ ッ テ リ ー タ イプ を 「BAT-NI] に 設定 し ます 。 
⑧ 「8.3.18 メニ ュー18 バッ テリ ー 充 電機 能 の 設定 解除 ] (wW48 ペ ー ジ ) 
を 参照 し 、「CHG-ON」 に 設定 し ます 。 
4. 設 定 が 終わ る と 、 デ ィ ス プレ イ に ( 還 還 が 点 減 し ます 。 ア イコ ン の 点 減 を 確 
認 し て か ら 、 本 体 の 電源 を 切り ます 。EBP-65(EBP-66) の 充電 に は 、 


10(30) 時 間 か か り ま す 。 
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/N 注 意 


0 絶 緑 シー ト は 、EDC- 143/144 シ リー ズ の 


充電 器 に 付属 し て いま す 。 シ ョ ー ト 防止 の た 
め 、 充 電器 の 底 を 上 図 の よう に 絶縁 シー ト で 
確実 に 覆っ て くだ さい 。 


10. 保 守 ・ 参 考 


申請 書 の 書き か た 
本 機 は 技術 基準 適合 証明 ( 技 適 ) を 受け た 無線 機 で す 。 本 機 に 貼っ て ある 技 
術 基準 適合 証明 ラベ ル に 技 適 証明 番号 が 記入 され て いま す 。 本 機 に 付属 装置 
(TNC な ど ) や 付加 装置 を 付け る 時 は 、 非 技術 基準 適合 証明 無線 機 に な り ま 
す の で 保証 認定 を 受け て 申請 し て くだ さい 。 


2 002KN ネ ネネ 
回 


技術 基準 適合 証明 ラベ ル 


技 適 証明 番号 
DJ-S17 : 008KN418 
DJ-S47 : 008KN4198 


に ーー コ 
4N 注意 

・ 本 機 の 技 適 上 の 製品 番号 は 、DJ-S17/DJ-S47 で す 。 
0 DJ-S17L/DJ-S47L で は あり ませ ん 。 
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10.4.1 技術 基準 適合 証明 で 申請 する 場合 


「 無 線 局 事項 書 及 び 工事 設計 書 」 裏面 の 「16 工 事 設計 書 ] に 技術 適合 証明 番 
号 を 記入 し て くだ さい 。 


記入 例 (DJ-S17 の 場合 ) 


TH TTY 
還 


1 


※4 


に 3 は 1 で) ロ W (まま 0.0 ま 5 移 Bm) ロ 介 


※1 DJ-S17 : 144M と 4VF の 項 に チェ ッ ク を 入れ 、 空 中 線 電力 の 欄 に は 
5W と 記入 。 

DJ-S47 : 430M と 4VF の 項 に チェ ッ ク を 入れ 、 空 中 線 電力 の 欄 に は 
5W と 記入 。 

※ ら 技 適 証 有明 ラ ベル の 技術 基準 適合 証明 番号 を 記入 し ます 。 

※ 無線 局 免許 手続 規則 第 15 条 の 3 第 4 項 を 適用 する 場合 (技術 基準 適合 証明 
を 受け た 無線 機 に 、 電 波 型式 が 追加 され た り 、 空 中 線 電力 が 変わ る 付加 
装置 な ど を つけ ず 使 用 する 場合 ) は 右 の 各 欄 の 記載 不要 で す 。 

※4 移動 する 局 の 場合 は 記載 不要 で す 。 
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10.4.2 送信 系 統 図 訓 9 還 アフ ター サー ビス に つい て 

ゃ 画 保証 書 

る 了 了 ー 保証 書 は 、 所 定 事項 (ご 購入 店 名 、 ご 購入 日 ) へ の 記入 お よび 記載 内 容 を お 確か 
きる トミ め の 上 、 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 

上 2 還 保証 期間 

き 1 お 買い 上 げ の 日 より 1 年 間 で す 。 


電力 増幅 
2SK3476 


正常 な 使用 状態 で 上 記 の 期間 中 に 万 一 の 故障 が 生じ た 場合 は 、 お 手数 で す が 製 
品 に 保証 書 を 添え て 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 へ ご 相談 く 
だ さい 。 保 証書 の 規定 に し た が っ て 修理 いた し ます 。 

一 保証 期間 が 経過 し た 場合 
お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 へ ご 相談 くだ さい 。 修理 に よっ て 
機能 が 維持 で きる 場合 に は 、 お 客 様 の ご 要望 に より 有料 で 修理 いた し ます 。 
アフ ター サー ビス に つい て ご 不明 な 点 は 、 お 買い 上 げ い た だ いた 販売 店 また 
は 当社 サー ビス 窓口 へ ご 相談 くだ さい 。 

一 製造 終了 製品 に 対す る 保守 年 限 に 関し て 
製造 中 止 製 品 に 関し て は 、 下 記 の 一 定期 間 保守 部 品 を 常備 し て お り ま す 。 し 
か し 、 不 測 の 事態 に より 在庫 が 無く な る 場合 も あり 、 修 理 が 行え な いこ と も 


2SK3476 


電力 増幅 


還 


恒 
2SK3475 


励 振 増幅 


励 振 増 幅 
2SK3475 


還 


置 励 振 増幅 
2SC5066 


前 


上 


前 置 励 振 増幅 
2SC5066 
必 


時 あり ます の で ご 了承 願い ます 。 
ョ 8 ※ 補 修 用 部 品 の 保証 期間 は 、 製 造 終了 後 5 年 で す 。 
画 保証 対象 外 


四 
66 


製造 番号 が 読め な いと 、 保 証 修理 を お 断り する 場合 が あり ます 。 保証 期間 内 


増 W 
50) 


に 印字 が 薄れ て きた ら 、 当 社 サ ービス セン ター に ご 相談 くだ さい 。 
4 る 製造 番号 が 読め な く な る 位置 に 、 ス テッ カー や 飾り 類 を 貼り 付け な いで くだ 


さい 。 修 理 の 際 に 支障 が 有 れ ば 、 サ ービス セン ター で 破棄 し ます 。 


L コ 


R \ 製造 番号 や 技 適 な どの 番号 ラベ ル は 絶対 に 剥が し た り 、 貼 り 替え た り し な い 
有 有三 ゃ 

了 ゃ 還 四 中 、 で くだ さい 。 

le 二 1 le 請 k 19Bk これ ら ラ ベル 骨 が ある 投 は 、 押 や 人 理 を お 町 りす る 場合 が こざ 
3 8 計 財 製品 純正 、 又 は 当社 が 認め た アク セ サ リー 以外 を ご 使用 に な っ て 起き た 不具 


合 は 、 保 証 期 間 の 有無 を 問わ ず 有 償 修 理 と な り ま す 。 

弊社 の 製品 保証 に は 、 取 り 付け 取り 外し に 掛か る 費用 は 含ま れ て いま せん 。 
保証 期間 中 に 不具 合 が 起こ り 、 製 品 を 取り 外し て 再度 取り 付け る 際 に 費用 が 
発生 し て も 、 弊 社 で は その 費用 の 負担 は 致し か ね ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 
イヤ ホン マイ ク や DC ジャ ッ ク の ゴム が わずか に 緩ん で いて も 水分 や 粉塵 が 
無線 機内 部 に 入る こと が ある た め 、 そ れ ら に よる 故障 は 、 保 証 の 対象 に な ら 
な いこ と が あり ます 。 濡 れ た り 汚 れ た りす る こと が 考え られ る 場合 は 、 ソ フ 
ト ケ ー ス を ご 利用 いた だ く と 水分 や 粉塵 の 浸入 を 軽減 で きま す 。 


ッ タ 


3 
三 
加 
ご 
罰 
SN 
トコ 
計 


ロー パス フィ ル タ ト ーー 一 葵 | 2SCs066 
ト 


RN 
3 
ヾ 
h 
\ 
1 
ロ 


CPU 
M38268MCA 
低 周波 増幅 リミッタ 

LM2902PWR 

CPU 

M38268MCA 


DJ-S47 
MIC 
-M 


の 
国 
回 
還 
四 


DJ-S17 
MIC 
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11. 保 守 ・ 参 考 11. 保 守 ・ 参 考 


11. 定格 


圏 一 般 定 格 <DJ-S1 フ > 較 一 般 定格 く <DJ-S1 フ > 
周波 数 IX 144.000145.995MHz 周波 数 IX 430.000ー439.995MHz 
RX 136.000173.995MHz RX 420.000 一 469.985MHz 
電波 形式 F3E(FM) 電波 形式 F3E(FM) 
周波 数 ステ ッ プ 5、10、12.5、15、 ら 0、 ら 5、30kHz ス テッ プ 周波 数 ステ ッ プ 5、10、12.5、15、20、25、30kHz ス テッ プ 
メモ リー チャ ン ネ ル ら 200 チ ャ ン ネ ル 、10 発 信 機 探索 機能 チャ ン ネ ル メモ リー チャ ン ネ ル 00 チャ ン ネ ル 、1 0 発信 機 探索 機能 チャ ン ネ ル 
] レビ ピー ター 機 能 用 メモ リー、 1 コー ルチャ ン ネ ル 1 レビ ー タ ー 機 能 用 メモ リー、 1 コー ルチャ ン ネ ル 
アン テ ナ イ ン ピ ー ダ ンス 500( 不 平衡) アン テ ナ イ ン ピ ー ダ ンス 500( 不 平衡 ) 
周波 数 安定 度 主 5ppm 周波 数 安定 度 土 ら .5ppm 
圧 DC7.0 一 16.0V (EXT DC-IN) 電源 電 DC7.0 一 16.0V (EXT DC-IN) 
消費 電流 | 送信 時 (5W) 約 1.4A 送信 時 (5W) 約 1.7A 
DC13.8V | 受信 時 (500mW) | 約 6250mA . 受信 時 (500mW) | 約 550mA 
待受け 時 約 70mA 待受け 時 約 80mA 
BS 時 約 65mA BS 時 約 57mA 
使用 温度 範囲 | 外部 DC -10Cー+60C 使用 温度 範囲 | 外部 DC -10Cー+60C 
バッ テリ ー パ ッ ク |-10Cー+45C バッ テリ ー パ ッ ク |-10Cー+45C 
接地 方 式 マイ ナス 接地 科 地 方 式 マイ ナス 接地 
寸法 W58xH110xD34.1 mm (EBP-Gd 装 着 時 ) 寸 法 W58xH110xD34.1 mm (EBP-69 装 着 時 ) 
重量 約 670g( ア ン テ ナ 、 バッ テリ ー パ ッ ク EBP-6d 装 着 時 ) 重量 約 670g( ア ン テ ナ 、 バッ テリ ー パ ッ ク EBP-Gd 装 着 時 ) 
CTCSS ンコ ー ダ ー/ デ コー ダー 内 蔵 (CTCSS ト ー ン 939 種類) CTCSS ンコ ー ダ ー/ デ コー ダー 内 蔵 (CTCSS ト ー ン 938 種類 ) 
DCS ンコ ー ダ ー/ デ コー ダー 内 蔵 (DCS コ ー ド 1024 種 類 ) DCS ンコ ー ダ ー/ デ コー ダー 内 蔵 (DCS コ ー ド 1 024 種 類 ) 
圏 送信 部 較 送信 部 
送信 出力 |HI (DC13.8V 時 ) | 約 5W 送信 出力 |HI (DC13.8V 時 ) | 約 5W 
H (バッテリー パッ ク 半 | 約 5W H (パッ テリ ー バ パッ ク 周 | 約 4.5W 
LOW 0.8W LOW 0.8W 
変調 方 式 リア クタ ンス 変調 変調 方 式 リア クタ ンス 変調 
不要 四 射 強度 -6O0dB 以 下 不要 幅 射 強度 -60dB 以 下 
最大 周波 数 偏 移 土 5kHz 以 内 最大 周波 数 偏 移 土 5kHz 以 内 
マイ クイ ン ピ ー ダ ンス 2kQ マイ クイ ン ピ ー ダ ンス 2kQ 
較 受信 部 較 受信 部 
受信 方 式 ダブ ルス ー パ ー ヘ へ ヘテロダイン 受信 方 式 ダブ ルス ー パ ー ヘ へ ヘテロダイン 
] ] 受信 感度 -14dBu(0.8uV) 以 下 受信 感度 -] gdBu(0.25uV) 以 下 
中 間 周 波数 1.7MHz(] st) / 450kHz (2nd) 中 間 周 波数 38.85MHz(] st) / 450kHz (2nd) 
選択 度 (6dB) 12kHz 以 上 / (60dB) 26kHz 以 下 選択 度 (GdB) 12kHz 以 上 / (60dB) 26kHz 以 下 
低 周波 出力 500mW(MAX)400mW 以 上 (8Q、10% 歪 み ) 低 周波 出力 500mW(MAX)400mW 以 上 (8Q、10% 歪 み ) 
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12. 付録 


画 電 波 法 上 の ご 注意 
12. 付録 電波 法 第 59 条 は 「 何 人 も 法律 に 別段 の 定め が ある 場合 を 除く ほか 、 特 定 の 相 
手 方 に 対し て 行わ れる 無線 通信 を 傍受 し て その 存在 若しくは 内 容 を 漏らし 、 
請 須 較 使用 で きる 文字 の 一 覧 又は これ を 写 用 し て は な ら な い 。」 と し 、 第 109 条 で 「 無 線 局 の 取扱 中 に 係 
る 無線 通信 の 秘密 を 漏らし 、 又 は 包 用 し た 者 は 、1 年 以下 の 懲役 又は 50 万 円 
以下 の 宮 金 に 処す る 。」 と 罰則 規定 を 設け て いま す 。 さ ら に 第 109 条 の 2 で 
「 暗 号 (秘話 ) 通 信 を 受信 し た 者 が 、 そ の 暗号 通信 の 秘密 を 漏らし 又は 鐘 用 する 
目的 で 、 そ の 内 容 を 復元 (秘話 解除 ) し た 時 は 、1 年 以下 の 懲役 又は 50 万 円 以下 
の 宮 金 に 処す る 。」 と 定め て いま す の で 、 放 送 以外 の 無線 通信 を 傍受 ぐれ る 
易 合 は 電波 法 違反 と な ら な いよ う 十 分 に ご 注意 くだ さい 。 
本 機 は アマ チュ ア 無 線 機 で す 。 使 用 する に は アマ チュ ア 舞 線 技士 資格 と アマ チ 
ュ ア 無線 局 免許 が 必要 で す 。 
画 電 波 を 発射 する 前 に 
ハム バン ド 付 近 で は 、 多 く の 業 務 無 線 局 が 運用 され て いま す 。 こ れ ら の 無線 
局 の 近く で の 電波 発信 に は 通信 の 混信 な ど に お 気 を つけ くだ さい 。 
アマ チュ ア 無 線 局 が 電波 法令 を 遵守 し て いて も 、 思 わ ぬ 電波 障害 が 起こ る こ 
と が あり ます 。 移 動 運用 の 際 に は 、 十 分 な ご 配慮 を お 願い いた し ます 。 
無線 機 を 安定 化 電源 で 運用 中 、 電 源 に 近づけ た 状態 で 送信 する と 、 回 り 込み 
が 発生 し 電源 や 無線 機 が 通常 と 異な る 動作 を する こと が あり ます 。 こ れ は 電 
源内 部 の トラ ンス な ど に 無線 機 の 電波 が 入り 込み 、 電 磁 誘 導 が 発生 し て いる 
た め 起 きる 現象 で す 。 物 理 的 に 避け られ な い 現 象 で す の で 、 製 品 の 異常 で は 
あり ませ ん 。 こ の よう な 場合 は 、 電 源 か ら 十 分 (30cm 程 度 ) 離 し て の 運用 を 
試し くだ さい 。 
画 お 手入れ の し か た 
適切 な 状態 で 本 機 を 使用 する た め に 、 定 期 的 に 本 体 の 掃除 を お 勧め し ます 。 
・ 掃除 を する 前 に 、 必 ず 本 体 の 電源 を 切り 、 電 源 コ ー ド を 取り 外し て くだ さい 。 
・ コ ンピュータ ー や デジ タル ビデ オカ メラ な どの 精密 機器 用 ウ エッ ト テ ィ ッ シ 
ュ 、 静 電気 防止 ブラ シ 、 ゴ ム 製 ブロ ワー な どの 掃除 用 品 は 、 無 線 機 や 付属 品 
の 表面 の 掃除 に も 適し て いま す 。 湿 式 の も の は 、 余分 な 水分 を 十分 絞り 落と 
し て か ら お 使い くだ さい 。 い くら 専用 の 成分 と は いえ 、 故 障 の 原因 に な る こ 
と が で きま す 。 
・ シ ン ナ ー、 ベ ン シ ン 、 ア ルコ ー ル 、 接 点 復活 剤 、 ス プレ ー 式 ブロ アー な どの 
溶剤 や スプ レー は 製品 を 傷つけ ます の で 、 絶 対 に 使用 し な いで くだ さい 。 
家電 製品 用 と 無線 機 等 の 精密 機器 用 で は 溶剤 が 異な る こと が あり 、 誤っ て 使 
用 され ます と 保証 が 無効 と な り ま す 。 
・ 電源 の AC コ ン セン ト 周 辺 に ほこ り が た ま ら な いよ うに こま め に 掃除 し て くだ 
さい 。 無線 機 に 限ら ず 、 コ ン セ ント 近く に ほこ り が た まっ て いる と トラ ッ キ 
ング 現象 と 呼ば れる スパ ー ク に よる 発火 が 起こ り 、 火 災 の 原因 と な る こと が 
あ 
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画 本 機 は 厳重 な 管理 の 下 に 生産 お よび 出荷 され ます が 、 万 一 ご 不明 な 点 や お 気付 き の 点 が あり まし た ら 、 
で きる だ け 早 く お 買い 上 げ い た だ いた 販売 店 また は 弊社 営業 所 へ ご 連絡 くだ さい 。 

知 ・ 落 ] な ど ご ざい まし た ら 、 無 償 で 交換 いた し ます 。 誤字 、 脱 字 の 責 は ご 容赦 くだ さい 。 

説 明 朋 イラ スト は 、 実 際 と は 字体 や 形状 な ど が 異な っ た り 一 部 省略 され て いる 場合 が あり ます 。 

較 「 ア ルイ ンコ 」 お よび 、「ALINCO]」 の ロゴ は 、 ア ルイ ンコ 株 式 会 社 (日 本 ) の 商標 と し て 、 ア メリ カ 合 衆 国 、 
EU 諸 国 、 ロ シア 、 中 国 な どの 国 で 登録 され て いま す 。 

田 本 書 の 内 容 は 事前 の 通知 な し に 変更 に な る こと が あり ます 。 


@ ア ルイ ンコ 株 式 会 社 不 許 複製 
アル イン コ 株 式 会 社 の 許可 を 得る こと な く 、 本 書 を 複製 、 翻 訳 、 複 写す る こと は 手段 を 問わ ず 、 
法律 で 禁じ られ て いま す 。 


Es ルイ つ コ 株 式 会 社 電子 事業 部 


東京 営業 所 '〒103-0087 東京 都 中 央 区 日 本 橋 ら 丁目 3 番 4 号 日本橋 ブ ラ ザ ビ ル 14 階 合 03-3278-5888 
大 阪 営業 所 〒541-0043 大 阪 市 中 央 区 高 豚 橋 4 丁 目 4 番 9 号 淀屋橋 ダイ ビル 13 階 合 06-7636-236 1 
福岡 営業 所 '〒812-0016 福岡 市 博多 区 博多 駅 南 1 丁目 3 番 6 号 第 3 博多 僅 成 ビル 7 階 全 092-473-8034 


アフ ター サー ビス に 関す る お 問い 合わ せ は 
お 買い 上 げ の 販売 店 また は 、 フ リー ダイ アル 破 01250-464-007 
全国 どこ か ら で も 無料 で 、 サ ービス 窓口 に つなが り ま す 。 
受付 時 間 プ 10:00 一 1 7:00 月 曜 一 金曜 (祝祭 日 及び 12:00 一 13:00 は 除き ます ) 
ホー ムペ ー ジ http://Wwww.alinco.CO.jpD/ 「 電 子 事業 ] を ご 覧 くだ さい 。 
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